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革

命
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前
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し

：で

、
，
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絶
対
主
義
勢
力
に
妥
協
す
る
而
を
濃
厚
に
も
っ
て
い
た
と
い
え
る
の
で
は
な
か 

ろ
ぅ
か
9
初
期
マ
.ル
ク
ス
に
お
け
る
ィ
デ
ォ
ロ
ギ
ー
闘
争
が
、
真
正
社
会
主
義 

者
に
た
い
し
て
も
っ
と
も
は
.げ
し
く
お
こ
な
わ
れ
た
歴
史
的
•
理
論
的
根
拠 

は
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の
ょ
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理
由
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0
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思
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開
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■
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フ
ラ
ン
ス
の
-み
な
ら
ず
世
界
の
祀
会
主
義
連
動
に
大
き
な
意
義
を
も
っ
た
；パ
. 

リ
コ
ン
ミ
ユ
ン
が
、
血
の
海
の
中
に
觀
り
さ
ら
れ 

'て
'よ
：り
数
年
を
い
で
ず
し 

て
、
テ
ィ
工
ー
ル
に
よ
っ
て「

も
ぅ
話
^
れ
る
こ
と
も
な
く
，
す
っ
か
り
か
た 

.
づ
1>
て
し
ま
.っ
た」

.と
思
わ
れ
た
社
会
主
義
運
動
が
、.
再
びM

フ
シ
ス
'の
地
に 

よ
み
が
え
っ
炎
。

マ
ル
ク
シ
ズ
ム
の
ブ
ラ
ン
ス
へ
の
流
入
を
、
こ
の
再
興
し
た 

社
会
主
義
運
動
と
の
関
連
の
中
.
.に
と
ら
え
よ
'ぅ
ど
す
.るQ

が
本
稿
7)
目
的
で
'あ
.：
 

る
' 

. 

• 

• 

;
.
:
.
.
.
'
v 

:
'
'
-
.

:

マ
ル
ク
シ
ズ
ム
の
影
.響
が
フ
ラ
ン
ス
社
会
主
蘼
運
動
：®
,中
に
：現
わ
れ
'た
：の
,.
.' 

は
、
•ハ
リ
コ
ン
i

y

.以
後
で
：あ
る
i

v'
}
点
で
諸
歌
は
大
体
一
致
し
^

^

M

ov' 

卜
z
<o
>
v
a
^
は

「

コ
シ
ミ
ュ
ン
の
人
々
の
大
|
|分
は
マ
：ル
.，ク
ス
の
名
さ
え
し
ら
；
 

な
い
。
市
庁
政
+府
の
中
で
マ
ル
ク
ス
.と
.
.マ.：.
.ル，ク
シ
.；：ズ
，.ム
を
し
''っ

て
r

た
も
.
.の：，̂
 

た
'^
.一.人
、
.'
ァ
ラ
■ン

ヶ

-^
^

0 F
r
a
n
k
e
l
)

ー.だ
.
.吁
.
.で
.あ
る)

1
 

'と
.
、
> 

.
-

r'
、v.
s
.

■ .Bernstein.

:.'

も
.マ
.
'ル
.
.ク
シ
.ズ
，ム
.は
コ
..；.ン：；ミ
.
.ュ'
.ン..以
前
の
■フ
；ラ
.
'ン
ス
_で
は
、
殆
ん 

ど
し
ら
れ
て
い
な
か
つ
た
と
の
.ベ
て
5

^
:.
.ま
た
エ
ン
ゲ
ル
ス
と
.一
フ
フ
ァ
ル
ダ 

夫
襄
の
窖
简
集
.^
編
截
し
た
W
ノwottigelli.

も
、
.
n
ン
：ミ
ュ
ン
当
時
....
マ
，ル
.ク
'
.
: 

^
の
思
想
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
‘は
全
然
普
及
し
て
い
な
か
っ
た
と
記
し
て(1^

)
。 

マ
ル
ク
シ
ズ
ム
の
フ
一
フ
シ
ス
流
入
に
関
す
る
一
考
察

で
は
何
诗
填
'
.
.
■.
.誰
.に
'
.ょ
：■っ
：：て

,:
'
ど
.
.<0
ょ
ぅ
'に
_
.マ：ル
ク
シ
.ズ
.
.ム'
.は
フ
ラ
.ン
.ス
：に
導 

入
さ
れ
だ
の
か
。'.
:
-
t
:
の
問
題
を
'マ
ル
ク
ス
派
の
：第
一
：
人
者A

J

目
さ
れ
る
、
J 

• 

ゲ
.
1
.ト

_
の

思

想

的

展

開

を

中

心

^—―

J

コ.

:

ン
-、
、
、'-ュ
.
シ

..以

前

の

7:
'ラ
y
x
.
A
f
マ
..
ル 

ク
-
.
;
シ

ズ

ム

.と

の
.関

連
^.
再

検

討

す^'
；
意

味

を

も

含

め

て

|

見
、て
ゆ
き
た
い
。

(

注
1)

エ
ン
ゲ
ル
ス
は
マ
ル
ク
ス
の「

フ
ラ
ン
ス
の
内
乱」

ド
ィ
ッ
版
第
三
版
へ

,

.の

序

文

^

V

コ

ン

、、、

H
:
ン

識

員

の

少

数

O'
も

の
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み

が

ド

^ :
ッ
：科

学

的

社

会

主

義
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っ
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k
u
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g
e
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on
r
a
d
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 (1920) 

p. 

1
3
0
.

岩
波
文
庫
版「

ス
ラ
ン
ス
の
内
乱」

一.六
六
良)

が
、ch. I

,
o
l
e
t

は 

V
a
i
l
l
a
n
t

は
ま
だ
プ
ル
ー
ド
ン
主
義
者
で
あ
っ
た
と
し
て
、
' こ
の
こ
と
を
否
定
し 

.

.

て
い
る
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軎
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九

世

紀

の‘半

ば

が

ら.一
ー
〇
世§
の

初

頭

あ

か

：け
；
て
：
の

フ

ラ

.ン
ス
：.は

、
.
経

済 

_
の
殆
ん
ぞ
全
汾
野
に
わ
た
.っ
て
企
業
が
活
気
を
お
び
、
资
ボ
主
義
が
勝
||
]
の
^

,
を
進
み
つ
つ
あ
マ
た
と
い
ぅ
事
実
ヒ
よ
？
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
.-
:
'
0■
く
べ
き
機 

ン

械

の

雄

歩

は

：
生

産

を

増

大

ざ

：せ

'.
職
入
階
級
上
小
規
獏
工
業
の
消
滅
を
、ま
た
ず 

に
大
エ
業
が
急
速
に
発
展
す
る
。し
金
敗
業
に
始
ま
る
資
本
の
集
^
は
銀
行
を
し 

K

産
業
の
推
進
器
た
ら
し
め
た
。

一

八
六
0
年
の
通
商
条
約
は
特
に
フ
ラ
ン
.
.ス
_ 

経
済
を
刺
戟
し
、
.さ
ら
に
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
、
セ
ネ
ガ
ル
.'
*
'：
ィ

ン

ド

シ

ナ

へ

；
の

進 

へ
出
は
、
海
外
.市

場

を

拡

太

し

：
て

資

本

主

義

発

展

：
に

役

立

0
だ
。

ポ
レ
オ
ンu

r

 

.
世
の
時
代
は
政
治
的
に
は
と
も
か
く
、
；経
済
的
^
は
ま
さ
に
：ー.
：
時

期^'
画

す

も
 

の
で
あ
っ
た
。
ぃ
し
か
し
こ
ぅ
し
た
経
済
発
展
に
も
か
：か
：わ
ら
ず
、'
他
方
.フ
ラ
：ン

. 

ス
は
多
く
の
年
金
所
得
者
を
有
し
、
：人
.々

は

安

定

し

，た

収

入

、

^

実

な

地

代

を 

胤
愛
し
、
企
業
は
国
家
の
保
護
を
求
め
て
危
険
を
好
ま
ず
"
.大
規
模
な
投
機
を 

懸
念
す
る
経
済
的
性
向
を
も
有
し
て
い
た
。
海
外
投
資
に
お
い
て
も
産
業
投
資
. 

よ
り
、
国
，債
を
主
と
す
る
高
利
貸
帝
国
主
義
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
ぅ
に
フ
ラ
ン 

ス
が
他
の
国
々
、
特
に
ィ
ギ
リ
ス
に
比
し
て
産
業
的
.に

遙

か

；
に

お

く

れ

、

.
一
九
. 

世
紀
後
半
に
お
い
て
さ
え
何
よ
り
も
先
ず
農
民
の
小
土
地
所
有
の
続
、，
て
い
た 

農
業
国
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
こ
と
を
、

フ
ラ
ン
ス
労
働
速
動
の
性
格
を
み
'る
に 

際
し
て
十
分
に
記
憶
し
て
お
.か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ジ
ユ
！
ル
.
.
ゲ
ー
ド(Jnles G

i
d
e

 

2

004
5
-
1
9
2
2
)

.は

.こ
'の
よ
ぅ
な
.時
代
を
.

. 

. 

...

.::
七
A

(11

八
六) 

背
廣
と
-し
て
、：
.:
''':
ヵ
ト
ッ
ッ
，ク
教
徒
で
あ
り
保
守
主
義
者
で
あ
：っ：

た
両
親
の
下
に 

.■.成
育
し
1
,た
。.七
...
か
し
.一.四
歳
の
を
.き
.ユ
一
ゴ
©
詩
集「

懲
罰
.

J. .(Les. C
M
t
i
m
e
n
t
s
— 

や

；

「

膜
想
録」

(

0
0
&
3で1
&§
8)

の
.影
響
に
よ
0
て
共
和
主
義
者
と
な
り
、

一
 

'
六
歳
の
と
き
：力
ン
.卜
の
，「

純
粋
.理
性
此
判」

..を
よ
ん
で
道
徳
的
形
而
上
学
的
観 

;

念
を
身
に
つ
け
、.
さ
ら
に
铒
导
殊
に
一
八
世
紀
唯
物
主
義
哲
学
を
研
究
し
て
無 

神
論
者
：ど
な
っ
た
。

一
九
歳
の
ど
き
生
活
の
た
め
セ
ー
ヌ
県
庁
^
つ
と
め
た
彼 

.:
は
ぐ
余
艰
に
帝
室
図
書
館
で
古
い
：民
主
主
義
新
聞
を
調
べ
、：
政
治
討
論
会
に
か 

よ
う
ぅ
ち
.に
?-
龄
に
生
.ぎ
る
紙
心
を
し
、役
人
を
や
め
で
名
前
を
ジ
ュ
I

ル
•パ 

ジ
バ
ル
か
ら
ジ
.
.■ュ
I
ル
.
ゲ
ー
，ド
.に
.
.
か

え

た

？

■

.一 
三
歳
に
な
づ
た
彼
は
.パ
リ
.の
.一一
 

つ
の
新
聞
"

％
a s

i
i
u
a
t
i
o
^

お
よ
び
ブ
ル
ジ
ョ
ア
左
派
的
なS

L
e

 C
o
u
r
r
i
e
r

 

f
r
a
n

voa
i
s
3

，に
い
く
.つ
か
の
論
文
'を
か
く
。
ド

ィ

ッ
が
フ
ラ
ゾ
ス
と
の
'敞
争
で 

再
^
37)

ル
ザK

を
得
よ
う
と
狙
っ
て
い
る
こ
と
を
の
べ
たL

a

 Q
u
e
s
t
i
o
n

 alle. 

m
a
n
d
e

や
、
，南
讹
戦
争
後
黒
人
に
投
票
権
.を
拒
む
南
部
栽
培
者
の
貴
族
政
治 

を
^
海
し
た
ア
：メ
リ
^
大
統
領
ジ
ョ
シ
ソ
ン
を
攻
擊
す
る
1
^
3 

§
e
s

 

d
e

 

M
.

 

J
o
h
n
s
o
n

が

こ

の

中

；
に
；
含

'

ま
れ
て
：い
る
。
前
者
は
被
の
.見
通
.し
：の
正
し
さ
を
、
 

.後
者
は
.民
主
的
共
和
主
義
者
と
し
て
の
彼
の
激
し
.い
芷
義
ベ
の
情
熱
を
示
す
も
 

の
で
あ
っ
た
。

一:

八
六
.八
年
比
例
代
表
制
の
運
動
.を
.指
導
す
る
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ 

の
p
r
o
g
^
S
.
L
i
b
e
r
a
r

の
：編
集
に
た
*す
さ
わ
っ
た
が
、
た
ん
な
る
オ
ル 

レ
ア
ニ
ズ
ム
の
態
度
に
あ
き
た
ら
ず
ま
よ
う
こ
と
な
く
去
る
ノ

翌
年
五
月
か
ら 

.六
月
に
か
け
て
：：の
短
い
:0
ハ-リ
滞
在
中
、
総
選
挙
に
：際
し
ブ
ラ
ン
キ
ス
ト
の
口
シ 

ュ
フ
ォ
ー
ル(H. 

R
o
c
h
e
f
o
r
t
)

に
敬
意
を
示
す
文
を
か
い
た
た
め
、
彼
に
と
っ 

(

て
は
最
初
.の
.刑
.に
処
せ
ら
れ
.た
て
.彼
が
こ
の
よ
う
に
民
主
的
共
和
主
義
の
ジ
ャ 

.丨
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
活
動
し
て
.い
た
.頃
、
ガ
ゾ.

ベ
ツ
タ
.(

L
^
JPJGa

m
b
e
t
t
a
)

や

フH

リ
I
 

(

J
a
e
s
. 

F
e
r
r
y
)

を
始
め
と
す
る
共
和
主
義
者
、
民
主
主
義
者
も 

労
働
者
■を
.最
前
列
に
.お
い
て
皇
帝
専
制
政
治
に
た
い
し
激
し
，く
闘
っ
て
い
た
。

パ
リ
で
は
仕
立
屋
ゃ
青
_
鋳
造
エ
が
、
.;
エ
ル
ブ
ゥ
フ
で
は
羊
毛
紡
辕
エ
が
、
'
リ 

ョ
ン
で
は
八
千
人
の
絹
撚
糸
エ
が
ス
ト
ラ
ィ
キ
を
お
こ
し
、
各
地
の
経
済
闘
争 

は
箸
し
く
増
加
し
つ
つ
あ
っ
た
。
一
八
六
九
年
の
夏
、.マ
ル
ク
ス
も
こ
の
よ
う
や 

く
動
揺
を
始
め
た
フ
ラ
ン
ス
の
情
勢
を
み
る
た
め
に
、
約
，一
週
間
を
.パ
リ
で
す 

ご
し
、
.運
動
の
成
長
は
全
く
一 

目
酿
然
だ
と
エ
ン
ゲ
ル
ス
に
か
い
て
1
>̂
5
。

)

.情 

勢
に
お
さ
れ
た
皇
帝
は
自
由
主
義
的
改
革
を
.決
意
し
,

専
制
に
議
会
制
^.
と
り 

い
れ
た
.一
八
七
〇
年
の
憲
法
を
国
民
投
票
に
付
し
た
。
憲
法
は
承
認
さ
れ
た
け 

れ
ど
も
帝
政
の
弱
体
化
は
.目
に
み
え
、
帝
政
に
甘
ん
じ
て
い
も
の
'は
社
会
の
.不 

安
定
を
極
度
に
恐
れ
る
富
裕
な
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
I
と
、
保
守
的
な
農
民
層
の
み

で
ぁ
っ
た
。：

'

パ
リ
か
ら
帰
っ
た
直
後
主
筆
と
な
っ
たa

L
a

 

L
i
b
!

 

d
e

 

r
H
e
r
a
u
l
t
5 

で
思
う
ょ
う
に
か
け
な
い
ゲ
ー
ド
は
、
再
び
.パ
リ
に
出
る
。.
こ
こ
で
協
力
者
を 

求

め

た

彼

は

モ

ン

ぺ

リ

エ

で

d
e

 r
H
o
m
m

0.(

以

下「

人
権」

と 

す
る)

を
出
す
。

一

八
七
〇
年
六
月
一
日
の
第
'一.
号

は

、

第

一

に

.
い

か

な

る

君
 

主
带
と
%.
あ
.い
レ
..れ

-^
い
'
国

民

主

権

-
—
役
人
の
'選
举
と
.
罷

免

，
を

も

含

_む

：
国

民
 

主
権
を
' 
第H

に
結
社
の
自
由
、
独
占
の
廃
止
、
税
制
の
改
正
、
公
職
削
減
な 

ど
'に
ょ
る
生
活
水
準
の
漸
進
的
改
良
を
、
第
三
に
教
会
と
国
家
の
即
時
分
離
を 

主
張
す
る
0
彼
は
い
う
。
.

「

も
し
人
が
わ
れ
わ
れ
の
原
理
を 

一
ロ
に
い
え
と
い
. 

う
な
ら
ば
、
そ
れ
は
正
義
で
あ
る
。
：
：
：
こ
の
言
葉
は
誤
用
さ
れ
る
ゆ
え
に
説
：
 

明
す
る
：必
要
が
.
あ

名,°
わ

れ

わ

れ

は

プ

ル

ー

ド

ン

の

適

切

な

定

義

を

と

り

あ

げ
 

ょ
う
。，
正
義
、
.そ
れ
は
諸
権
利
と
諸
自
由
と
の
均
衡
で
び
る)

。」

，
こ

の

綱

領

.
の 

マ

ル

ク

シ

ズ

A

の

フ
ラ
ン
ス

流

入

に

関

す

る

ー

考

察

.性
格
は
ま
さ
に
プ
チ
ブ
ル
の
僮
れ
と
幻
影
と
.を
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し 

た
が
マ
て
要
求
さ
れ
各
民
主
的
国
家
は
専
制
国
家
に
办
.み
対
立
す
る
も
の
と
し 

て

と

ら

え

ら

れ
^ ^
浪

家

の

役

割

も

諸

権

利

の

自

由

な

行

使

の

保

証

に

あ

る

と

.考 

え

ら

れ

た■の

で

あ

る。
.

一
：八

七

〇

年

プ

，ゃ
>;
中AJ

戦
端
が
開
か
れ
る
や
、
彼
は
激
し
く
反
戦
の
世
論 

を
喚
起
し
、「

敵
は
国
境
に
あ
る
の
で
も
な
く
べ
ル
リ
ン
に
あ
る
の
で
も
な
い
。
 

あ
ら
ゆ
る(

f
f
l

の
専
制
に
あ
る
，

」

/と
し
て
、
戦
争
、
貧
困
、
無
知
の
源
東
を
専
. 

制
主
義
に
み
た
。
紙
は
戦
争
の
真
の
原
因
を
ま
だ
見
破
る
に
は
至
ら
な
い
。「

人 

権」

.
の
こ
ぅ
し
た
論
説
は
彼
に
：と
っ
て
六
力
月
の
刑
と
三
千
フ
ラ
ン
の
罰
金
と 

な
っ
た
。そ
し
て
敗
戦
に
続
く
待
望
の
共
和
制
の
下
に
、役
人
の
地
位
を
断
わ
り 

「

人

権

.1
-の
主
筆
と
な
っ
.た
# ,
は
、
共
和
制
と
祖
国
防
衛
の
警
鐘
を
な
ら
し
,
づ 

け
る
。
'
.
•
ハ
リ
籠
城
に
へ
^

^
し
パ
リ
は
共
和
制
に
か
，か
わ
る
問
題
だ
と
諸
県
の
大 

衆
の
一
.斉
蜂
起
を
观
ぶ
へ
! ^
ン

国
防
政
府
の
借
り
入
れ
に
署
名
し
な
い
の
は
裏
切 

り

龙

と

：資

金

調

達

を

訴

え
る
。
武
器
を
と
れ
ノ
と
国
防
政
府
と
共
和
制
の
下
に 

徹
底
抗
戦
を
叫
ぶ
彼
は
、
ま
た
.
.

L
a
L
i
g
u
e

 d
u
.
s
u
d
-
o
u
e
s
t

の
指
導
者
と
し
て 

A
l
l
i
a
n
c
e

 

. R
e
p
u
b
l
i
c
a
i
n
e

 

P
a
r
i
s
i
e
n
n
e

の
モ
ン
ペ
リ
エ
支
部
創
立
者
と
し 

て
、
大
衆
組
織
の
た
め
に
活
躍
し
た
。
し
か
し
民
衆
の
寧
命
的
機
運
の
高
ま
る 

に
：
つ

れ

後

遇

し

た

国

防

政

府

は

、
.
七

一

年

一

一

月

に

休

戦

条

約

承

認

の

た

め

の

総 

選
举
を
行
グ
。
ゲ
ー
ド
は
.ガ

ン

べ

；
ソ

タ

ぺ

の

公

開

状

の

中

で

、

プ

ロ

シ

ャ

に

強 

制
さ
れ
、'
反
共
和
的
:'
反
フ
ラ
ン
'ス
的
反
動
ど
も
に
ょ
っ
て
耍
求
さ
れ
た
選
挙 

を
、
共
和
国
フ
ラ
ン
ス
、
南
部
の
民
主
主
貧
者
は
望
ま
な
い
と
非
^

^

。
こ 

の
選
挙
は
必
ず
あ
ら
砂
る
種
類
の
反
動
に
有
利
に
.な
る
に
ち
が
い
な
い
と
い
ラ
 

被
の
言
葉
は
正
.し
か
：

f

た
。
国
民
議
会
は
王
党
派
'と
±
層

ブ

.
ル

ジ

ョ

ァ

ジ
ー
に

•

.
七

九

ベ

」

—-
八

七

Y



ょ

っ
て

し

，
めら
れ

>
た。
.
こ
の
.反
動
的
国
民
■
会
に
対
し
共
和
制
を
護
々

た

.，
め
；
パ
，
.

-リ
は
立
上
る
"
.
.八
七
：

r

年
三
月
：.一:
A日
、：
パ
リ
コ
：ン
，ザ
ユ
シ
.の
.幕
は
き
っ
て

お
.と
さ
れ
た
。
こ
こ
で
コ
.ン
ミ
ユ
シ
に
つ
い
：て
詳
し
く
の
ベ
る
-
：と
：は
で
き
な
■'
,

•い
ゾ
た
だ
そ
れ
は
短
命
で
は
あ
づ
た
が
プ
戸
レ
タ
リ
ア
自
身
の
手
に
ょ
っ
て
組

織
さ
れ
.た
最
初
の
政
府
.で
あ
り
、
世
界
.
の
：
プ

：
ロ
レ
.

タ
リ
ア
に
大
き
な
刺
戟
.を
あ
：

だ

：
え

た

と

同

時

に

♦
フ
：
ル

ジ

.

i
ョ
T
階
級
：の
強
大
さ
が
如
実
：に
示
さ
れ
、
'従
来
め
熱

狂

的

藤

力

革

命

主

義

の

再

評

価

の

.下

に

新

し

い

社

会

主

義

運

動

を

出

発

せ

し

め

る
契
機
と
.な
っ
1た
こ
と
を
の
べ
れ
ば
十
分
で
あ
る
。
.-「

さ
あ
、
東
部
や
南
部
の

諸
都
市
ょ
沈
黙
を
■や
ぶ
れ
.ノ
.
.

:

沈
黙
は
必
ず
や
後
悔
と
な
ろ
う
。
' 明
.日
参
加
せ
，
. 

-

(

注
14)

ね

ば
.明

後

日

で

は

遅

い

の

，だ

」

と

被

は

叫

ぶ

。

プ

ロ

、ゾ

ャ

人

が

あ

え

て

し

な

が 

っ
た
パ
リ
攻
撃
を
，
•ヴH

:

ル
サ
イ
ユ
の
フ
ラ
ン
ス
人
が
お
こ
な
う
こ
と
に
彼
は 

憤
激
す
る
。「

わ
れ
わ
れ
を
王
制
復
古
か
ら
へ
だ
て
る
も
の
，
そ
れ
は
パ
リ
の 

城
壁
の
，厚
さ
•た
け
な
の
だ
。
叛
逆
的
会
議
場
で
組
織
さ
れ
た
レ
ジ
チ
ミ
ス
.卜
：の 

ク
ー
デ
タ
を
現
在
ふ
せ
ぐ
た
だ
—-
つ
の
；も

の

、

そ

れ

は

パ
リ
、

コ
ン
、、、
-？
-
ン
の 

パ
リ
、
連
盟
兵
の
パ
リ
な
め
だ
。
.

…

：
わ

れ

わ

れ

は
ヴ
31

ル

サ

イユ
'に
反

対

し

パ
リ

に
.味
方
す
る
。」

ゲ
ー
ド
の

熱

烈

な

擁

護

も

む

な

し

く

五

月

一

.一
八
日
、：

コ 

ン
ミ 

'ユ
シ
は
つ
い
え
さ
り
、
彼

は

五

年

の

'
刑

と

四

千

フ

ラ
ン
の
罰
金
を
課
せ
ら 

れ
た
。
だ
が
、
早
く
も
判
決
ま
え
に
彼
は
ス
イ
ス
に
亡
命
し
て
い
，た
。

フ
ラ
ン
X
は
、

3-
丨

，口
ッ
'パ
最
初
.の
共
和
国
に
な
る
か
、
最
後
：の
君
主
国
に 

.な

る

か

の

一

ー

罾

趴

ー

を

迫

ら

れ

て

い

る

ど

説

き

、
共

和

制

の

'み
.が
祖
国
を
救
い
、
. 

た
：て
な
お
し
、
失
っ
た
栄
光
を
と
り
戾
-L
う
る
と
：い
う
.
*ヶ
V
ド
は
、.
'
第

.
ニ

帝

政
 

.か

ら

：
コ

ン
ミ

，
，.ュ
ン
、の
最
後
ま
で
、
急
進
的
共
和
主
義
で
は
あ
つ
た
が
、
決
し
て 

社
会
主
義
者
で
は
な
か
っ
た
め
で
あ
るV
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s

 

G
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T
e
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1
9
5
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p
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9
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(

以
下

「
w

m
a

r
d

;

 

C
h
o
i
s
i
s

 

と

赂

才)

し
か
し

0
2
^

5?
&

0
匿

ぎ 

S
o
c
i
a
l
i
s
t
e

 

で

V
c
o

m
^

r
e
-
M
p
r
e
l

は

「

純
粋
理
性
批
判」

：
で
無
信
論
者
に
な
っ
た
と
い
ぅ
。
、
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注
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S
i
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u
a
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i
o
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以
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r
e
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G
u
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略
す

)

か

:
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引
用
。
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r
l
n
t
r
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d
u
c
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p
'
p
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2
9
.
.
.
.
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八

六

，九

年

七

月

七

日

.か

ら

一

二

日

ま.で

、.
.マ
；
ル

ク

ス

：
は

：

w
i
i
l
a
m
s

'.-i

と
い
ぅ
変
名
で
ラ
フ
ァ
.
.ル*

ク
夫
_

の
家
に
. 

.

;滞
在
す
る
。
;:
-

.

(

注
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井
上
幸
治
編
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1
フ
ラ
ン
ス
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啓
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近
代
フ
ヲ
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ス
社
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運
動
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昭
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頁
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L
e
s
D
r
o
i
t
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d
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r
h
o
m
m
e
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4
‘

s
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W
i
l
l
a
r
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h
o
i
s
i
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p
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5
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注
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I
b
i
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'

1
00
7
1*"
:5

.
1
s
.
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i
l
I
a
r
d
;

''c
h
o
i
s
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デ
^̂

.(

$

1 6)

 

I

b

i

d

,

,

l

0 0
7

1

.c n
v

1

3

v

w

i

l

l

a

r

d

r

c

^

ゲ
丨
ド
も
こ
れ
に
参
与
し
て
い
る
.0
フ
ラ
.

ン
.ス
、
イ
，タ
リ
ア
な
ど
の
全
部
会
に 

配
布
さ
れ
た
と
の
宣
言
書
は
彳
イ
ン
タ
ー
の
正
式
大
会
の
即
時
開
催
を
要
求

.:

ジ
ュ
へ
ネ
|
ヴ
に
亡
命
し
た
ゲ
ィ
ド
.
は

、
，

竺

っ

の

：
方

.

而
で
.活
雛
ず
：る
。
先
ず
ジ 

ャ
ー
ナ
リ

ス
卜

と

し

て

は

、

共
和
主
義
旁
を
結
集
ず
.る
目
的
で
.:
<

(

r

J

Ro>
y
e
i
l
.

. 

i
n
t
e
s
a
t
i
o
n
a
l
:

を

創

刊

：
し

，
-

次
い
で
礬
述
家
.と
.し
て
は
パ
.リ
バ
コ
；ン
>
、.H.

ン： 

■,
.に

：.対
す
る
反
対
者
た
ち
^
.誹
誘
^'
こ
.
.た
え
^
、.L.ivre.... r

o
u
g
e

 :.de

r
へ
 justice

-
. 

■ 

.

.

ぐ：
 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

r
u
r
a
l
e
...'

を

力

く 

.
D
o
c
u
m
e
n
t

 s
.
v
.
p
o
n
r
'
s
e
.
r
v
l
r

 
.

か.
r
M
.
s
t
p
i
r
e
.
.
/
<
f
u
.
n

a).
R
e
p

PJ-.

.bl.ique .'sans....republicain.es. 

'と
い
ぅ
副
題
を
も
.っ
.
.
.
た
こ
.
.
の

本

は

，
、
■

:
.ヴ
.

A
.

ル
:.
,
'
. 

サ

ィ

.

.
ュ 

'
.

側
.
の
、
フ
.
'
.

ル
ジ
.
.
_
;
ァ

新

聞

.

か
.
.ら
、
.コ
'
.ン.、'、.
.
\
ュ.
.ジ
.当
時
.の
ヴ
.
.

.H

ル
^,
ィ

ユ
- 0 

.の

.抑H

と
残
忍
さ
を
示
す
記
事
：と
論
評
ど
を
、：.
巧

み

に

抜

，萃

し

：
た

も

の

で

あ

っ

， 

.
た

、
。

：

じ

か

し

と

れ

は

コ

ン

ミ

TT.

ン
め
運
動
^

み

を

：
の
.

ベ
て
そ
の
起
.源
と
：性
格
を
r 

:

分
析
し
.て
い
な
い
。
ゲー

ド
；の
第
3
の
烏
面
は
ジ
：ュ
ラ
速
盟
の
_
±
と
し
て
.で
':
. 

:

.あ
る
：0

当

時

の

ス

ィ

ス

は

ー

、
，
：
ィ

シ

タ

ー

ナ

シ

ョ

大

ル

内

部

の

：
ニ

0

の
派
_

|

■

マ
.ル
ク
ス
お
よ
び
：総
糍
務
#

員
会
派
と
バ
"ク
丨
1
1
:
ン
派
|

の

互

_
い

に

争

ぅ

地
 

で
あ
.
.
っ
，
た

。
.
'
.
.

フ
.ル
.丨
.ド
ン
、.，
パ
.ク
丨
.ー.！.
.'/
.の
影
響
の
.大
き
.か
‘ 

?
.
た
フ
ラ
.
ン
.
.
ス
ン
の 

:

亡

喻

者た
ち
が
、
■総
務
：委
員
会
の
集
梅
的

棘

制

.
を

要

求

す

る

サ

ル

ク

ス

派

を
 

き

ら

ら

：
T.
*
各
支
部
の
自
治
を
主
張
す
る
：パ

ー

I'

'/
派
に
嵐
し
.た
こ
，と
は
理
. 

解
で
き
る
。'-
亡
命
者
グ
：ル
|
:プ
；で
早
<

も

頭

角

：を

あ

ら

わ

し

た

ゲ

ー

ド

ば

ー

ジ
 

_

エ.
ゥ

ゴ

プ

X
キ

ィ(J

名k
o
l
k
y
>

が

！
1国
か
ら
惠
制
主
義
を
の
が
れ
て
ジ
：ュ：：
 

ネ

ー

ヴ^'
.ぎ
'て

い

た

'パ

ク

ー

•ニ
ン
派
の
人

々
を
集
め
て
つ
く
：っ
.た

：section 

、d
e

 ..propagallde、et. ...raction 'Tevolu.ti-o.n'n

Blre 

:
s
o'
c
i
.
p
.
l
i
s
t
e 

.の
代

：
表
.と 

し
て
，
ジ
ュ
ラ
速
盟
：の
.ソ
ン
ヴ
ィ
屮
土
.会
議
；(I

8
7
r
:
m
.
l
2
)
'

に
出
席
し(

た
^

.

.£-

.:'の
会
議
で
宣
言
書
が
ギ
へ
ョ
.
丨
..ム

(

<
7
.
06.
1
1供|
^
.
.
_
.
に
よ
.り
起
.草
..さ
‘れ
*
.
が
'、
 

マ

ル

：ク

：シ

ズ

ム

の

フ

ラ

シ

入

流

入

に

：
関

す

る

ー

：
考

察

'.

;

:

.じ
、
総
務
委
員
会
0
専
制
を
非
難
：し
た
も
の
で
あ
°
た
。
 

.

..

ゲ
|
ド
：は
£'
の
填
肺
炎
ど
な
ヶ
、そ

の

療

養

と

さ

ら

に

S-
け
弓

.
&
t
i
o
g;
l
5
の
.
.廃
刊
^
ょ
；4
樹
源
喪
失
0
た
.
め

：
七

ニ

年

四

月

ロ
 

I

マ
に
向
ぅ
，。

彼
ば
そ
こ
：で
フ
ラ
シ〈

ス
語
の
個
人
教
授
を
し
.
た

：
り

、
，
^

$

&

.

料
^

§

P
i

i
b

e

へV

 

5
1

/
E

g
a

l
s

g J
f

 

w

o

i

 

3な
ど
'の
イ
タ
リ
ア
、
'

ベ
ル
ギ
I

、
/

フ
：ラ
ゾ
ズ
.の
諸
新
聞
に
寄
稿
し
な
が
ら
、
へ
高
ま
り
づ
つ
あ
っ
た
イ
タ
リ
ア
労
働

::

■運
動
.を
目
撃
す
.る
0
当
時
の
：イ
タ
リK

は
、

リ
ソ
ル
ジ
.
.メ.

ン
ト
.に
よ
る
自-S

独

立
棘
ー
'
"を
不
.完
全
&
が
.
ら

実

現

し

：
た

後

の

'

発
展
期
に
あ
0
た

.»
し
か
し
人
民
.の

慕
動
や
ー
ス
ト
ラ
イ
キ
は
つ.ぎ
つ
ぎ
に
弾
氏
さ
，れ
、i
A

六
九
年
に
つ
く
ら
れ
た

ハV

ン
タ
へ
丨
'0

イ
タ
';
1;

,ア
支
部
%'

七
三
年
に
解
散
^

せ
ら
れ
た
。
イ
タ
リ
ア
に
お

.:
'
'vv
:て
.も
後
進
資
本
^
義
国
め
例
：ぬ
も
れ
ず
、
内
部
に
半
封
建
的
要
素
が
残
存
し

)

て
.い
た
た
&
.ク
労
働
運
動
に
は
バ
ク
.丨
ニ
ジ
的
無
政
府
主
義
の
傾
向
が
強
が
っ

'.V

た
‘
0

.彼

..は

->L
,
e
.
/
.
R
a
d
i
c
.
a
,

■の
..読
者
.に
'L

e
t
t
r
e
s
.

 

;
d
e

:':
R
o
m
e
.

 

'で

イ

'.タ

リ

ア

:
め
政
治
と
勞
働
連
動
を
刻.々
：し
ら
ぜ
弋
い
る
。
：い
：ま
や
ジ
ャ
ゴ
バ
シ
的

す
て
：だ
被
は
、パ
ク
|
|
1
.
ス
ト
の
思
想
を
：明
ら
か
：に
す
る
。
_労
働
者
階
級
は
欺
_
 

.

(

注
1)■

;的
.普
逋
選
挙
を
む
ゲ
ぞ
け
-:
'
自
©
'
の

政

党

：
を

も

づ

べ

.
き

で

な

い

：
と

説

く

ゲ

！

ド 

ノ
は
、
.

「

国
家
-の
廃
此
と
砹
壊
し
を
大
衆
解
放
：の
必
要
条
件
と
し
て
>
イ
ン
タ
ー
ぃ
の 

.

.マ
ル
.ク
：ス
派
を
斯
擊
す
る
”
モ
ン
ペ
リ
エ
の
イ
ン
タ
ー
支
部
を
パ
，ク
：丨
ェ
ン
派 

に
：か
え
よ
4
と
試
み 

'て
失
敗
し
、

ブ
\ル
.ス

(Paul Brousse )

が
除
名
さ
れ
た 

.

.
:
.
時
'
.ケ
ー
ド
^-
モ
'ソ
。へ
リ
エ
■
の

イ

，ン

タ

！

の

秘

^

幹
=^
ヵ
'ラ
ズ
'
0
&̂-
じ

€>
'

名 

を
あ
げ
で
非
難
し
た
。
ニ
力
月
後
フ
ラ
ン
ス
南
西
部
で
イ
ン
タ
ー
の
多
数
の
閼

八

，
一

二

H

八

九)



士
が
速
捕
さ
れ
る
や
、
総
務
委
員
会
は
こ
れ
を
ゲ
ー
ド
の
罪
だ
と
反
駿
ザ
1
。
 

し
か
し
こ
の
逮
捕
が
、

マ
ル
ク
ス
主
義
移
植
の
た
め
総
務
委
員
会
が
派
遣
し
た 

ダ
ン
ト
レ
イ
ダe

e
n
t
r
a
y
g
u
e
)

の
襄
切
り
に
よ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
時
、ゲ
^
. 

ド
の
.怒
り
は
爆
発
す
：る
。：「

い
ま
や
疑
い
：と
予
想
'は
；明
白
な
事
実
と
な
っ
た
。
 

ハ—

 

/

大
会
で
.協
会
か
ら
.
.パ
ダ
ー
-
ン
：と
ギ
ョ
：1

ム
を
追
い
出
す
の
に
力
を
.か 

.し
た
後
、'.
個
入
的
：拖
限
で
.同
士
ゆ
ブ
ル
ス
ま
：で
：追
放
し
お
ス
ゥ
1'
:
2ん

f
 

i)

:は
、
真
実
の
光
の
下
に
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
o'
裁
判
所
で
仮
面
を
は
が
れ
た
；。
彼
は 

わ
.が
..南
部
^
労
働
者
.
イ̂
.
.ン
ダ
丨
' 

'.
に
加
盟
さ
，.せ
.
'る
と
.い
.う
：ロ
実
0
下
.に
、.
.
.

マ
.
.
.
ル
：
_ 

- 

グ
，ス
が
.全
権
を
握
.づ
て
い
.る
お
か
げ
で
;'
'
.テイ
ヾ
._エ.，
リ

ズ

ヾ

ト

の

網

の

'
中

に

：

|1
物

；と

： 

し
.て
社
会
主
義
者
を
.：追
い
.
.こ
ん
.だ
。
.：
•
•
•
.
ダ
.

S
.

ト
.
.レ
イ
グ
.は
'^
事
局
.の
_助
#
. 

な
.
の
：
た

」

：
彼

は

こ

.

の
機
会
を
と
ら
え
ド
て
ア
Yナ
'キ
ズ
ム
の
.
.宣
“倚
を
す
る
'こ
.と
'も
. 

忘
れ
な
い
。
.「

.ト
ゥ
ー
'ル
丨
ズ
の
裁
判
で
わ
か
>

た
こ
と
.、
そ
れ
は
マ
.ル
ク
ス 

の
代
弁
者
と
総
務
委
員
会
の
.破
廉
恥
な
役
割
の
み
で
な
く
、
'マ
ル
ク
ス
と
総
務 

委
員
会
が
支
持
し
て
い
た
専
制
的
組
織
制
度
の
有
罪
判
決
：で
も
あ
るi。

..

…

.各 

国
で
労
働
者
階
敗
.を
.無
政
府
的
に
、
.
か
れ
ら
の
利
益
に
最
も
か
な
う
よ
う
に
組 

織
さ
：せ
よ
う
。
そ
う
す
れ
ば
ダ
ン
.ト
レ
イ
グ
の
ご
と
き
も
の
.は
も
：は
.や
不
可
能 

だ
。」

な
ぜ
な
ら
各
地
方
の
労
働
者
は
互
い
^
よ
く
し
り
あ
っ
て
お
り
、

一
部

(

注 
6 )

 

-
 

の
裏
切
り
は
一
部
の
.逮
捕
に
し
か
至
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
す
で
：に
両
派
の
分
.，

裂
は
、
七
ニ
年
九
月
の
-
丨
グ
大
会
で
決
定
的
に
，な
っ
て
-い
た
。

七
‘三
年
に
な
る
と
イ
タ
リ
ア
警
察
は
、：
亡
命
中
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス

ト
と
コ
ン
'、、
ユ
ン
に
参
加
し
た
人
々
を
追
い
は
じ
め
る
。
ゲ
ー
ド
は
ジ
エ
ノ
ヴ

ヘ
ア
に)

暫
時
と
ど
ま
っ
た
後
、
失
敗
し
た
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
へ
の
移
住
計
画
t
の
ぞ
'

け
ば
、
ミ
ラ
ノ
に
帰
仏
す
る
ま
で
定
住
す
る
。

こ
の
時
代
は
彼
に
と
っ
て
重
要

-

A

U (

ニ
九 O

 

•

.な
意
朱
を
も
.つ
こ
と
に
な
っ
た
。
生
活
面
で
は
、

ナ
ポ
レ
オ
：ン
：の
旧
部
ド
の 

:
娘

>
チ
.ル

ド(
M
a
t
h
i
l
d
e
.
o
o
n
s
t
a
n
t
i
n
)

'
.
.
と
結
婚
し
、
長
男
を
も
う
ナ
る
。
 

思

想

面

で

ば

'
フ
ラ
ン
.ス
一
八
世
紀
哲
学
を
読
み
な
お
し
、

デ

ザ

ミ

H. 

D
g'
a
m
y

)

を
発
見
し
，
ブ
ル
ジ
ョ
ア
経
济
学
を
ま
な
び
、
チ
X
ル
ヌ
イ
シ
X 

フ
ス
キ
イ(

客
邕
艮
p
. Tc

h
e
m
y
c
h
e
v
s
k
y
)

の

.o
u
e
- 

faire ?

に

よ

り

唯

^

上
 

観
に
接
し
て
無
政
府
主
義
か
ら
脱
却
し
は
じ
め
る
。
こ
れ
よ
矿
さ
き
、
い
.か
な 

.

.る
諸
権
矛
も
保
証
も
、
.財
産
と
生
産
.手
段
を
も
^
ず
他
人
の
道
具
と
な
っ
て
い
 ヾ

る

も

の

：
に

と

っ

て

は

.
意

一

味

が

な

い

こ
と
，

.ー
つ
の
国
に

自̂
分
の
努
働
と
無 

関
係
'に
報
酬
を
5
け
る」

：も
の
と
、
'「

自
分
0.
労

働

と

は

蕪

関

係

に

.
罰

せ

ら

れ
 

る
*-
-
:'も
の
.が
あ
る
こ
と

：を
.指
摘
し
て
い
た
'ゲ
：丨
ド
は
、，
鋭
い
洞
察
力
と
論
理
的 

思
考
に
上 0 

て
、
.七
五
年
に 

E
s
s
a
i

 d
e
o
a
t
e
c
h
i
s
m
e

 socialiste 

を
.か
く
。

:

彼
は
こ
こ
で
A
間

:.
階
級
、ムg

^
.

を
動
か
す
要
因
は
、
，利
益
で
あ
り
利
害
関
係 

で
あ
る
'と
ぃ
う
概
念
に
到
達
し
た
。
.
コ
.ン
。へ
丨
ル
丨
モ
レ
ル
は
、

ゲ
I
ド
が
マ 

(|1£)

ス
の
何
ら
.の
作
品
を
も
読
ま
ず
に
こ
こ
ま
で
ぎ
た
こ
と
に
敬
意
を
表
し
て 

い
，る
。

1

A七
六
年
、
当
時
イ
^
リ
ア
で
有
名
な
経
済
学
者1

プ

ム

ぺ

•
ル

テ

イ

コ 

■ 

(

1

/8,日
1

>6
3 -
1

<
;
0)

.

.

.
：
ヵ
：
あ

.

ら
わ
1>
-
_
.
た
.LH

c
o
n
o
m
i
e
'
d
e
s
.

 .peuples 

e
t
d
e
s

 

wtats. 

に
対
し
、
ゲ
ー
ド
は
0

6la 

p
r
o
p
r
i
^

fi
s.
で
次
の
よ
$
に
反
論
す
る
。
人
間 

社
会
が
所
有
者
、
非
所
有
者
に
わ
か
れ
る
時
、
前
者
は
指
導
階
級
と
な
り「

国 

家
と
：い
う
名
の
下
に
.、

v

公
共
的
と
い
わ
..れ
る
.

本
当
は
抑
圧
的
な
、
あ
る
い
. 

は
か
れ
ら
の
特
権
擁
護
的
な
f

サ
ー
ヴ
バ
ス
、
す
な
わ
ち
警
察
、
.知
事
、
聖 

職
者
.
軍
隊
と
■い
う
も
の
を
組
織
し
.維
持
す
る」

.

.

.と

.と
'に
な
る
。
そ
し
て
昔
と
’ 

今
の
労
働
者
の
状
態
の
比
較
研
究
か
ら
明
ら
か
に
な
る
：こ
と
は
、「

富
者
が
よ 

り

一.

層
富
み
、
貧
乏
人
が
よ
り
ー
層
貧
乏
に
な
る
傾
咏
が
ぁ
る」

と
い
う
こ
と

で
あ
る
。「

生
產
者
の
貧
困
は
生
産
忆
と
も
な0

て
、
生
産
と
い
う
直
接
的 

理
由
で
増
大
し
つ
づ
け
る
。…

…

土
地
生
産
物
に
つ
い
て
は
、
人
口
と
と
も 

に
''
そ
れ
の
必
然
的
.結
果
.と
し
て
の
需
要
の
増
加
と
と
も
に
、
地
代
と
い
う
名 

目
で
所
有
者
に
収
奪
さ
れ
る
部
分
が
増
大
す
る
。
他
方
、
機
械
.の
応
弔
、
完
全 

化
、
错
及
化
に
と
.%
な

0
て
、
生
産
に
.お
け
る
資
本
の
役
割
、
し
.た
が
っ
て
生 

»
2^)

1
対
し
て
資
本
家
が
要
求
す
る
わ
け
^
え
が
、
日
に
日
に
著
し
く
な
っ
て 

く
る
。」

以
下
ゲ
!
ド
は
、
ラ
ム
ベ
ル
テ
ィ
コ
が
,も
た
ざ
る
も
の
は
公
共
財
産 

の
恩
恵
を
う
け
て
い
る
と
の
ベ
た
こ
と
に
：つ
，い
て
逐
一
瓦
論
し
、「

も
た
ざ
る 

も
の
の
負
担
で
、
も
て
る
も
の
の
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
公
共
財
產
は
、
富
の
分 

.配
の
不
正
を
正
寸
ど
こ
ろ
.か
、
木
正
を
..い.よ
.
.
い

よ

深

め

ひ

，
ろ

げ

て

.

ゆ
く」

，と
結
. 

.論
す
る
。
し
か
し
彼
が
裁
判
官
、
軍
入
、
僧
侶
な
ど
の
.生
産
し
う
る
、
ま
た
生
. 

産
し
.な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
富
を
評
価
し
.
て

か

れ

ら

を

非

生

産

的

と

非

難

す

^ ?
^

、 

ま
だ
そ
こ
に
国
家
機
構
の
無
用
を
説
く
.ァ
ナ
キ
ス
ト
的
思
想
の
残
库
が
う
か
が 

え
る
の
で
あ
る
。
な
お
経
济
理
論
杧
つ
い
す
は
、
資
本
主
義
的
生
産
の
諸
関
係 

が
分
析
さ
^

^
お
ら
ず
、
資
本
主
義
体
制
固
有
の
矛
盾
が
示
さ
れ
て
い
な
い
と 

批
判
さ
れ
る
が
、彼
の
理
論
は
む
し
ろ
：需
給
関
係
か
ら
社
会
的
矛
盾
を
つ
い
た
、
 

後
の
フH

ビ
ァ
シ
社
会
主
義
の
資
沐
主
義
批
判
と
同
じ
系
列
に
厲
す
る
と
い
え 

石
の
で
は
な
か
ろ
う
かV

私
.有

財

產制

の

不

正

と

、

資

本

主

義

制

度

下

の

.
社

会
 

化
の
欺
蹣
を
あ
ば
.く
こ
め
論
文
は
、.

明

ら

か

に

こ

の

，
後

の

彼

の

進

む

方

向

を

ボ

; 

唆
す
る
も
の
で
あ
っ
た
，

;
:

(

注
I
.
V.
パ
 A

l
m
a
a
a
c
h
.
'
d
u
.

 p
e
u
p
l
e
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1
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B
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.：La
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s
o
M
a
r
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t
^
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s.v
p
l
u
t
i
o
l
l
.
n
E
^
l
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B
e
i
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i
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t
h
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.
B
e
g
i
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.
マ
ル
ク
シ
ズ
.Aの
7
ラ
ン
ス
流
入
-に
関
す
る
—
考
察
'
r 

.

n
i

n
?

 

p
.

 

1

0

3

.

.(

注
3)

総
務
委
員
会
は
、
ゲ—

ド
が
力

ラ

ス

の名
を
あ
げ
た
た
め
警
察
の
し
る
と 

こ
ろ
と
炎
っ
て
一
斉
に
.逮
捕
さ
れ
た
と
い
ぅ
が
、
こ
こ
にJ

一
 .

つ
の
見
解
が
あ
る
。
 

2
贫
|

は
ゲ
d
ド

がc
a
l
l
a
T

を

o
a
g 

.

と
誤
っ
て
か
v

-f
c
た
め
、
警
察
で 

'は
^
か
'る
.は
^
は
カ
ぐ
广
ダ
ン

ト
レ
イ
ダ

の
密
告
に
よ
る
と
い
い
、B

e
s
n
e

は 

総
務
委
員
会
の
説
.を
と
る
ャ
.琴S

a
r
d

は
ど
ち
ら
が
決
定
的
と
も
い
え
.な
い
が
ダ 

.ン
ト
レ
イ
ダ
が
ス
バ
イ
だ
っ
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
と
い
つ
て
い
る
。

0
,

l
a
r
d
;
,

 

c
h
o
i
s
i
s
.

 P.I 

1
4.
. 

.

.

.

.

(

注 
4
>
. 

D
e
n
t
r
a
y
g
u
e
:

の
.偽

名

。

(

注
5 

•
注
6) 

L
e
s

 

P
r
o
c
o
n
s
u
l
s

 

m
a
r
x
i
s
t
e
s

 

(
L
e

 

B
u
l
l
e
t
i
n

 

d
e

 

i
a

 

F

s:6
r
a
t
i
o
n

 

j
u
r
a
s
s
i
s
s
e

 

100
7
3
. 4

.

 

5
.

に

発

表

)

怒 
V
I
; 

D
e

 

r
l
n
t
r
a
u
c
t
i
o
n

 

p
p
.

 

6
1
-
6
2
.

 

(

注
7) 

： 

一•
八

七

.四

年

九
月
、
.
.
.

A
r
t
h
u
r

 

.

. A
m
o
u
l
d
.

と
*

K

工
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
に
移
住 

:

す
る
た
'
め
ア
ン
ト
ヮ
ー
プ
ま
で
行
く
が
、
旅
費
が
不
足
しA

r
n
o
u
l
d

の
み
発
つ
。
 

(

注
.8)

. 

L

 E
g
a
l
i
t
e

 

-
d
e

 

M
a
r
s
e
i
l
l
e

 

1
8
7
2
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.
1
1
.
2
4

 

s 

M
& 

.
K

a!'
p
u
b
l
i
<
l
u
e

 

c
o
n
s
e
r
v
e
,

 

.
.
t
r
i
c
e
;

 

W
i
l
l
a
r
d
;

 

c
h
o
i
s
i
s
,

 

p
p
'
S
B
I
g
.
.
.
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注 
9)

.：.：w
i
l
l
.
a
a
;
.
o
h
o
i
s
i
s
. 

p
.
.
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M
o
r
e
l
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.
G
u
e
s
d
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p
.

00
4
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.

.

.

.

.

.

s

l o) 

M
o
r
e
l
v
G
u
e
s
d
e
;
v
p
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c
y

l li

 

w
i
l
l
a
r
d
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C
h
a
s
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s
;
y
s
7
.

.(

注

努

置

ギ

：

.

(

注
^
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貢

6
デ
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注
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.



.,

.
ニ
八
七
.六
年
九
月
、.

>丨
：ド
ぱ
出
版
罪
が
時
効
に
な
つ
た
の
で
、1

度

ス

イ

. 

ス
に
い
つ
た
後
フ
■ラ
ン
ス
に
帰
る
.0
.彼
の
.マ
ル
ク
シ
ズ
ム
宣
伝
家
と
し
て
の
、
 

.■熱
心
な
プ
：ロ
V
タ
リ
；ア
組
織
者
と
し
て
め
生
活
が
、
こ
れ
か
ら
は
じ
ま
る
。
し 

办
丄
そ
の
前
に
、
彼
の
亡
命
中
の
フ
ラ
ン
ス
国
内
の
状
態
を
一
瞥
す
る
必
要
が 

あ

る

,•"
コ
ン
ミ
ユ
.ン

失

敗

後

め

.
^
働

運

動

は

>

導̂
者
の
喪
失
と」

、秩
字
を
卩
実
.. 

の
反
動
政
策
と
.に

ょ

り

全

く

沈

滞

し

た

：。

-

A
七

ニ

年

の^-
-
ン
：
タ

ー

弾

庄

法

は

：， 

そ
の一 

'つ
の
あ
ら
.わ
れ
で
あ
.る
,
ス
ト
ラ
イ
キ
ぞ
私
有
財
産
制
の
廃
止
.な
ど
：の
. 

.煽

動

：を

目

的

と

す

る

：一
切
.の

結

社

が

禁

止

さ

れ

こ

れ

吃

ょ

り

単

な

る

勞

働

耝
 

合

も

し

ば

し

ば
_
庄
さ
れ
た
。
そ
れ
に
も
か
.か
わ
ら
ず
、i

業
が
回
復
し
労
働
：
 

カ
が
.
め
ら
れ
は
--
1
:
.め
る
と
、労
働
運
»
は
再
び
芽
生
克
た
_!
:

;7\
七
ー
'ー
年
項
か
':

ら

.
穏

健

な

組
:^
主

義

運

動

が

、

急

進

的

共

和

主

義

者

の

バ

.
ル
ー
ダ
レ
：

(
B
a
r
b
s
-

 

ら
.を
中
心
に
は
:1
:
め
ら
れ
、
短
•
で
は
あ
つ
：た

がl
a

 

c
e
r
c
l
e
;
d
e
.
r

CJn
i
o
n

 

s
s
d
i
c
a
l
,

が
：結

成

さ

れ

：た

。

.:
'
賃

金

値

上

げ.は
製
品
価
値
の
腺
貴
を
も
た
ら
す
：

と
い
ぅ
理
由
で
、
ス
ト
ラ
イ
キ
に
反
対
す
る
_バ
ル
ブ
レ
ら
の
協
.同
組
合
思
想
.

が
、

コ
ン
ミ
ユ
ン
以
後
の
.労

働

運

動

を̂

^

た̂

。
：
：
内

気

、
，
従

耽

'
.
:
資

本

；主

義
 

1 ^
*«
0

^
従

、::
そ

ぅ

レ

た.も

の

が

抑̂
を

生

き
.€
>

び

る

組

合

へ

の

散

，
ー

の

特

徴

で

あ

一

', 

つ
た
。

ー.火

七

三

年

の

ゥ

イ

，ン
、

'
，
七

六

年

の

フ

イ

ラ

デ

ル

フ

イ

ア

に

：
お

け

.る

.両
，

方
国
博
覧
会
に
出
席
し
表
労
働
代
表
も
、へ
労
^

^
合
の
必
要
性
は
痛
感
t
j
.も
' 

の
の
、
，
消
費
、
.生
産
協
同
組
合
思
想
.を
ど
.え

：る

も

の

：
で

は

な

か

つ

た

。
.
協
同
一
組 

合

思

想

こ

そ

当

赌

ま

だ

ラ

ラ

ジ

，
ス

国

内

に

残

0
て
い
た
、
工
場
制
.に
'お
さ
れ
る
: 

家

内

工

業

勞

働

者

た

ち

の

思

想

の

反

映

.で

あ

つ
た
？
ど

ぅ

し

，
た

空

：
気

の

'
中

に

あ
 

っ

て

は

、
_
七

ー

ー

年

か

ら

七

五

年

に

か

け

て

^
冊

形

式

..で

仏

訳

さ

れ

た

「

資

本

論」

"

が
、大
き
な
影
響
を
も
つ
は
ず
は
な
か
っ
た
。：

ガ
月
の
.
f

 

.
の
_
前
.̂

出
た「

兆

:

八
四
；

三

九
5

産
党
^

^」

も

>

，
そ

.
の
：
頃

.
は

*

誌
的
に
.
珍

し

い

も

め

と

し

て

し

か

扱

わ

.
れ

て

い
 

な
か
っ
た
。.
僅
.か
に
.「

資
本
論
.

」

：
が

し?>
:
:れ
て
い
が
の
は
、
皮
肉
に
%■
ブ
ル
ジ 

3
.ァ
経
済
学
者
が
そ
.れ
を
攻
擊
し
た
.こ
と
に
よ
0
て
で
あ
っ
た
。
労
働
価
値
説 

を
'否
定
し
.た
ブ
レ
' ン
.

タ
.

丨
ノ
. 

.
(Funck/Brentano)

：や
、.
.
-

「

資

本

論

」

.
を

読

ん

で
 

^

文
に
か
か
っ
た
よ
ぅ
だ
と
の
ベ
た
ラ
グ
レ
エ
w
g
g 

Laveieye)

ら 

の
論
争
の
庄
当
性
が
何
で
あ
れ
’
無
意
識
に
か
れ
ら
は
フ
ラ
ン
ス
に
マ
ル
ク
ス 

理
論
を
移
入
し
て
い
た
。文
た
マ
口
ン(Benoit 

M
a
l
o
n
)

は
、I/International, 

sofr.'histoire et..s

<t>-svprin.cipes 

(

10 0

7
2

)

.
で

'

，.

ラ
.ッ
サ 

I 

ル

、
.
.
.
.
ベ 

I 

ベ
ル
. 

ら
と
と
も
に
^'
ィ
ン
‘タ
ー
推
進
者
と
し
て
マ
ル
ク
ス
を
紹
介
し
、
to
x
p
o
s
o'des 

g'oles 

socialistes 

francaises 

(

1
0 0

7
2

)

の
中
で
、

マ
ル
ク
シ
ズ
ム
の
短
い 

不
完
全
な
説
明
，を
し
て
い
た
。■

.一
マ
ル
.
.グ.ス
や
，.マ
.
'ル
ク
'シ
X
ム
に
.つ
い
，て
め
本
が 

と
れ
た
け
^-
ま
れ
て
1
た

ヵ

は

し

る

よ

.
し,%
^-
い
，
が

、.

「

ぞ
の
出
現
は
^
令
主

義
を
論
じ
.、
カ
ル
チ
ェ
ラ
タ
ン
0
カ
フH

に
集
ま
る
学
生
グ
‘ル
丨
プ
に
、

く 

.
-

(

-̂
-
4

)

.
'

ら
か
の
影
響
を
あ
た
え
た」

こ
と
は
ま
ち
が
，い
な
い
。

ゲ
ー
ド
が
帰
国
し
た
の
は
.：
こ
う
し
た
状
態
の
中
に
労
働
新
聞
らT

r
i
b
u
n
e
s

 

の
提
'm
で
、
，全
国
：労
働
者
会
議
が
開
催
さ
れ
る
直
前
で
あ
っ
た
。
' 

一

〇

月
--
'
一
日 

か
ら
一
〇
日
に
か
.け
て
の
こ
の
会
讓
の
決
議
は
、；へ
第
一
に
結
社
、
集
^

の
制
限 

.

法

の

遣

德

、
：：
第

”

一
に
.
.
労

働

階

級

ょ

A
の
議
員
の
選
出
、.
第
K

E
女
予
労
働
の
架 

護
^
要
求
す
^
も
の
で
、
.本
質
的
に
協
調
主
義
で
あ
づ
た
。
こ
.の
穏
.健
さ
を
ロ 

ン
げ
ン
の
ブ
ラ
シ
キ
ス
ト
た
ち
は
攻
擊
し
た
が
、
\ゲ
ー
ド
は
敵
も
味
方
も
こ
の 

大
食
の
重
.要
性
を
認
め
る
だ
ろ
}
と
暖
，い
.目
を
'̂

っ
.て
㈱
め
、
特
に
会
議
が
労 

働
者
お
よ
び
#
働

-^
代
凌
以
外
の
も
め
を
含
ま
な
か
0
:た
^
で
、
あ
ら
ゆ
る
政 

治
家
尽
と
ら
て
教
訓
的か

：.

つ
恐
迫
的
な
第
一
級
の
出
来
事
で
あ
0

た

と

.
喜

ん

で

(

汰
5)

\

:
v 
る

. 

.，.

一

. 

' 

い':
'

V

I

ド
が
ガ
フ
：

H
.

ス
フ

レ

(
o

a
M

s
g

f
a

e
e

で
の
若
/'
イ
ン
テ
，リ
：た
ち
と 

の
交
友
で
、
.t

ル
ク
シ
ズ
ム
に
接
す
る
の
は
こ
.
の
頃
の
こ
と
.

で
あ
る
、
，
マ
ル
ク. 

ス
■.に

「

資
本
論」

.
，
要

約

め

許

可

を

■

頼
ん
だド

；*

ゥ
ィ
ル
.XGabriel.oeyiHey 

.
，
や
，
，
、
.

.
ド
イ
ッ
社
会
主
義
文
学
に
く
わ
し
.く
、
.
マ
ル
ク
ス
の
個
人
的
信
用
を
'え
て
，リ
ー 

.プ
ク
ネ
.
.ヒ
ト
入
獄
中
へ
.
6̂'
<
0
1片^
切
^

3
に
，関

係

.^
、''
_ビ
ス
.マ.
.
.
ル
.：ク
に
■追
.わ
れ 

た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
ヒ
ル
シ
ユ
R
p
a 

S

!

)

が
こ
の
中
に
い
た
。
.，ゲ
ー 

訂

は

，
特

に

後

者

か

ら

マ

ル

ク

シ

ズ

ム

：
と

、
，
社

会

民

主

主

義

の

戦

術

を

教

え

：
ら

れ
 

た
。

一
八
七
六
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
；リ
ヨ
シ
_
1:
.業
が
重
±
^

^
に
^
着
し 

た
さ
い
、
ブ
ル
’ジ
ョ
ァ
経
済
学
者
が
そ
の
原
因
を
、
原
材
料
の
騰
費
ソ
国
外
布 

場
の
縮
少
、
流
行
の
変
化
、
地
方
エ
業
.の
発
達
に
求
め
た
こ
と
^

対

し

.
、
：
彼

は

へ 

L
a

 C
rise l

y
o
n
n
a
i
s
e

 et 

l
o
r
d
r
e

 

s
o
c
i
a
l

を
か
く
。「

質
量
と
：も
に
生
産
は
、
. 

経
済
学
者
が
薷
要
供
.給
法
則
と
よ
ぶ
も
の
に
.よ
っ
て
決
定
さ
れ
支
11
さ
れ
る
ト 

ゆ
え
に
バ
毛
織
物
や
交
織
物
が
絹
布
に
か
わ
っ
て
使
用
さ
れ
は
七
め
れ
ば
、
絹 

.

.製
造
業
が
不
振
に
.な
，.る
の
は
当
然
.で
あ
•
る

。

し

か

し

；、
.
.

も
し
各
人
が
自
身
で
つ
' 

'.
<
り
出
し
た
も
.の
し
か
処
分
し
え
な
い
よ
う
な
社
会
.に
な
れ
ば
、
資
本
は
先
ず 

全
社
会
に
と
ら
て
最
も
直
接
的
な
、
.最
も
本
質
的
な
要
求
を
満
足
さ
せ
る
よ
づ 

な
生
産
'に
使
用
さ
れ
、
こ
れ
が
満
た
さ
れ
て
楱
次
第
に
必
要
度
の
ホ
ノ
.い
も
の
へ 

■と
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
ろ
う
と
い
う
。
彼
は
需
要
供
給
法
則
そ
れ
：自
体
を
、：. 

，資
本
主
義
体
制
に
お
い
て
は
危
機
を
生
み
相
し
'.
'
.
.社
会
主
義
体
制
に
.お
，い
て
は 

調
節
の
役
割
を
果
す
も
の
•と
し
て
考
え
て
い
た
。
こ
こ
で
も
流
通
面
の
み
が
と 

り
上
げ
ら
れ
.ノ
生
產
関
係
が
無
視
さ
.れ
て
い
る
。1.
|が
し
、
生
産
の
真
の
価
値=

. 

生
産
物
と
、
生
産
の
報
酬
.

=

賃
金
と
の
差
が
ぃ
資
本
家
に
よ
っ
て
盗
ま
れ
る
と
'、

.

マ

ル

ク

；
ゾ

ズ

ム

の

プ

，
ラ

.ン
ス
流
入
に
関
す
る
.ー
考
察

•

ー
 

応

剩

余

価

値

の

概

念

を

彼

が

と

ら

え

て

い

た

こ

と

は

注

目

し

て

^

^

。

一 

八 

、
七

七

年

権̂」

が
消
滅
す
る
や
、
同
年1

:
|

月
へ
！
/Eg

a
l
i
t
e
=
(

以

下「

平
等」 

'と
^
る
> 
が
創
刊
さ
れ
.た

--
第
.
.-
^
に
掲
げ
ら
れ
た
_そ
.の
目
的
は
、
単
に
政
治 

'的
領
域
把
，啪
け
る
.共
和
主
義
や
唯
物
哲
学
で
の
無
信
仰
で
は
な
く
、.
先
ず
社
会

-. 

• V 

. 

....

.
主
義
：で
あ
^
と
^
に
，あ
っ
た
。

望
む
^

こ
ろ
は
法
律
；上
：の
架
空
的
、
か
っ
形 

丨

而

上

学

的

平

等

：
で

は

な

く

し

^:
一 

事

実

上

.
の

確

固

「

た

る

平

等

で

^

^

。

一

階

級 

の
み
が
長
子
相
続
す
る
権
利
を
拒
否
し
、
人
類
に
か
え
さ
れ
た
全
世
襲
財
産
の 

平
等
な
享
有
、
す
方
わ
ち
座
地
お
：よ
.び
生
產
手
段
の
集
産
主
義
的
所
有
が
主
張
、
 

さ
れ
た
。'
:そ
し
て
.こ
の
.集
産
主
義
社
--
#
を
か
.ち
と
る
た
め
.に
、
権
利
行
使
の
力 

を
.も
つ
政
党
の
結
成
を
う
.な
が
し
て
い
1 る
。：

続
い
：.て
、
集
產
主
義
的
社
会
主
義

は
決
し
て
個
人
的
自
由
と
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
く
、
各
人
す
ベ
て
に
1
大
の

* 

、
 

*

福
祉
を
確
保
す
る
た
め
の
必
須
条
件
で
あ
る
こ
と
を
の
べ
：た

r*
9 c

o
r
c
t
i
v
i
-

 

s
m
e

 

etc.la:. Libe.r

s::.

や
、.，L

a
.
l
o
i

 ..des. salaires 

et 

■ 

ses-_ c
o
n
s
e
q
u
e
n
c
e
s

 

な
ど
が
つ
ぎ
づ
ぎ

，に
.発
表
さ
れ
る
。
後
者
の
中
で
示
さ
.れ
た
彼
の
賃
金
に
つ
い 

て
の
考
え
は
概
ね
次
の
よ
づ
で
あ
っ
た
。
資
本
家
は
生
き
て
い
>
6労
働
者
な
く 

，し
^
は
生
産
が
行
^-
ず
利
潤
も
引
出
し
え
众
い
。
ゆ
え
に
労
働
者
を
生
.存
さ
せ 

る
た
，め
、
賃

金

は「

労
働
者
の
生
命
維
持
と
、「

そ
の
再
生
産
に
不
可
欠
な
生
活 

資

料

；
の

最

低

限

よ

り

下

げ

る

こ

と

は

，で

き

な

い

。

」

.
し

か

し

.
必

要

：
.
以

上

に

挽

馬
 

に

秣

や

，
麦

を

や

;.
0
、
.-
不
必
要
な
ほ
ど
汽
車
の
签
に
.石
炭
を
投
じ
る
も
の
が
い
な 

い
の
.と
同
様
、
労
働
者
に
最
低
：限
度
以
上
に
賃
金
：を
支
払
ぅ
も
の
も
い
な
い
。
 

労
働
者
は
、
％
数
の
資
本
家
に
役
立
つ
.範
囲
で
^
か
生
き
ら
れ
ず
、
生
き
る
こ 

と
を
許
さ
れ
な
い
0.
で
あ
る
。
ゲ
ー
ド
の
結
論
は
す
で
に
.マ
ル
ソ
ク
ス
に
よ
っ 

て
、...k

八
七
五
年
に
批
判
さ
れ
，た
ラ
ッ
サ
I
Vル
の
賃
金
鉄
則
そ
の
も
の
で
あ
？

ン

八

五(

ニ
九
三)

-:



た
。
 

' 

1)
一
八
七
八
年
、
彼

は

「

平
等」

に
再
び
階
級
国
家
観
を
表
明
す
る
も
の
1 の
、
 

^
だ
完
全
に
ア
ナ
キ
ズ
:A
.と
.
の
：
き

ず

な

を

た

ち

き

れ

な

い

。
，
：
そ

れ

は

普

通

^

^
 

:

の
解
釈
に
あ
ら
わ
れ
.た
。
彼
は
普
通
選
挙
を
M
視
す
る
こ
：と
は
、
ッ
労
働
者
を
分 

裂
さ
せ
、
平
和
的
、
漸
進
的
解
放
の
ま
ち
が
っ
た
希
望
を
も
た
せ
、
力
が
ぅ
み 

出

し

，
た

も

の

——

.力
の
表
明
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
現
在
め
状
態
i

に 

合
法
性
を
.あ
た
え
石
こ
と
で
、
労
働
.者
を
誤
り
に
：導
く
と
反
対
す
る
。
■ゲ
ー
ド 

を
含
め
；て

「

平
#」

.編
集
者
た
ち
の
マ

ル

クシ
ズ
：ム
に
つ
い
て
.の
知
識
の
混
乱 

は
、
ド
.ヴ
ィ
ル
が
へ「

社
会
主
義
を
読
者
に
教
え
る
ー
方
、
わ
れ
わ
'れ
は
そ
れ
を
：
 

学
び
つ
つ
あ
っ
た」

と
後
に
か
い
て
い
る
(0
を
み
れ
ば
ぅ
な
ず
け
ょ
ぅ
。

ー
/\
七
八
年
-—
*
.月
、
リ
ヨ
シ
で
第
二
回
全
国
労
働
者
会
讓
が
開
か
れ
た
が
、
 

こ
の
大
会
も
前
回
同
様
協
調
主
義
的
性
格
に
終
っ
た
。
‘
同
年
九
月
、
.す
で
.に
七 

月
に
当
局
か
ら
禁
止
さ
れ
て
.い
た
.L

e
o

o
n
g
r

ざ

o
u
v
r
i
e
r

 
i
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
」 

.を
開
く
こ
と
を
公
表
し
た
ゲ
ー
ド
.は
、
' ド
ヴ
ィ
ル
ら
と
と
.も
に
.逮
捕
さ
れ
、
.
六 

力
月
の
刑
と
一
一
.

一

千
フ

ラ

ン
の
.罰
金
を
い
い
わ
た
さ
れ
た
。
し
か
し
仲
間 
一
一

j

九
人 

.と
第
1

0
軽
罪
裁
判
所
に
出
頭
し
た
彼
が
、：
資
本
主
義
と
プ
ル
ジ
ョ
ア
^
和
国 

.
に
対
す
る
告
訴
状
と
し
て
の
集
産
主
義
弁
護
演
説
を
し
た
こ
と
は
、
か
え
っ
て 

集
産
主
義
の
宣
伝
と
な
っ
た
。「

市
民
の
.平
等
、
そ
れ
は
支
配
階
級
：だ
け
の
も 

の
だ
。
傭
主
が
白
显
お
と
^
ぅ
集
会
を
な
ぜ
旁
働
者
が
し
て
は
な
ら
な
い
.
の 

か
。
資
本
家
が
万
国
博
览
会
で
し
た
国
際
会
讓
を
.、
.な
ぜ
.フ
.，
ロ

レ

タ

リ

.
ア

ー

ト
 

が
開
い
て
は
な
ら
な
い
の
か
。」

彼
ば
法
の
前
の
平
等
も
、
生
活
手
段
の
平
等 

な
く
し
て
は
有
名
無
実
で
あ
る
こ
と
を
鋭
く
つ
.き
、「

こ
れ
を
解
決
す
る
に
は 

集
産
主
義
以
外
に
は
な
い」

と
訴
え
た
。
サ
ン
ト•

ベ
ラ
ジ
ー
刑
務
所
で
暇
を

え
た
彼
は
、
獄
中
の
仲
間
と 

P
r
o
g
r
a
m
m
e

 et 

A
d
r
e
s
s
e
.
d
e
s

 

socialistes- 

r

(t»
.
v
o
l
u
t
i
o
n
n
a
i
r
e
w
f r

a
n
g
a
i
s

を
し
た
：-た
め
る
。
こ
れ
は
労
働党

_
_
;
_

そ
の

時
：.は
ま
'だ
.存
在
し
.て
い
.な
い
が
.
.-

-
の
.最
初
.
.の
.ブ
.，B
グ
_テ
.
.ム
と
.い
え
よ
う
。

.
*

r
文
。• 

■
■

㈠

人
類
の
名
に
お
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
人
は
生
れ
て
か
ら
働
け
る
よ
う
に
な 

る
ま
で
、
'：
必
要
を
み
た
し
才
漩
を
伸
ば
す
こ
と
を
請
求
で
き
る
権
利
を
有

「

レ
■

，'
㈡

ぐ
社
会
の
各
成
員
が
、
可
能
な
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
つ
く
り
出
し
う
る
知
.

'
的

.

.

.
肉
体
的
能
力
を
最
高
に
発
挥
で
き
る
よ
う
に
す
る」

」

と
が
、.
社
会
.に 

;
'と
.っ
て
重
太
且
つ
主
要
な
利
益
で
あ
る
ゆ
え
に
、

.
次
の
■こ
と
^'
要
求
す
る
。
.-
. 

■

B

r
差
別
な
く
あ
ら
ゆ
る
児
童
に
：、
養
育
費
、
教
育
費
お
よ
び
綜
合
的
職
業 

指
導
が
社
会
負
担
で
：あ
た
え
ら
れ
る
こ
と
*：

■

⑶
：
.土
地
と
そ
の
他
の
生
産
手
段
、
す
な
わ
ち
動
産
、
不
動
産
を
と
わ
ぬ
全 

.

資
本
が
、
社
会
に
よ
.っ
' て
と
り
戾
さ
れ
、
生
産
者
グ
ル
Z—

プ
の
自
由
に
ま 

'ヾ 

.

.
か
さ
れ
る
よ
う
に
、
社
会
4
た
は
国
家
の
所
有
に
し
て
か
つ
譲
渡
不
能
の 

.財
産
に
さ
れ
る
こ
と」

で
あ
る
。

;

こ
.の
他
出
版
集
会
、
結
社
の
自
由
な
ど
も
要
求
さ
れ
て
い
る
が
、
要
す
る 

に
、
'.根
本
は
集
産
主
義
に
よ
っ
て
労
_

豸
を
、
道
具
か
ら
人
間
と
し
て
め
地
位 

に
引
.上
げ
る
.
こ
'と
.、
す
な
わ
ち
、
'
.
生
れ
と
剣
に
よ
る
古
い
封
連
性
を
そ
の
ま
ま

引
き
.つ
い
だ
土
地
と
商
工
業
の
封
建
性
を
、.
舉
命
に
よ
り
打
倒
す
る
こ
と
な
の

(

注
17)

で
あ
っ
た
。
こ
の
ブ
P
,グ
ラ
ム
は
パ
リ
や
地
方
の
社
会
主
義
者
に
お
く
ら
れ
、
 

七
九
年
四
月
に
西
頁
の
パ
ン
フ
レ
.ッ
卜
と
し
.て
発
表
さ
れ
た
時
に
は
、
.五
四
一

名
の
署
名
者
を
う
る
ほ
ど
の
反
響
を
よ
ん
'で
い
た
0
彼
の
刑
務
所
で
の
も
う
一 

つ
の
，.著
作 

L
a
o

o
l
l
e
c
t
i
v
i
s
m
e

 

p
a
r

 

l
a

 

R
e
v
o
l
u
t
i
o
n

 

は
、
先
の
賃
金
法
則 

に
関
す
る
論
文
の
続
編
を
な
す
も
の
で
.あ
る
。
集
產
主
義——

動
産
.，
：不
動
産 

の
，
社

会

化

.

ま

た

は
.©
有

化
I

を

実

施

す

る

に

あ

：た

っ

て

、

彼

.は

買

仅

や

賠

償 

金
を
と
も
な
う
收
用
を
排
す
る
。
社
会
化
を
実
現
す
る
革
命
、
そ
れ
は
彼
に
と 

.
っ
て
投
票
に
よ
る
か
小
銃
に
.よ
る
か
は
た
.
.い
し
た
問
題
で
は
な
い
0

「

古
い
.法 

:

律」

.が
一
ま
と
め
に「

新
し
い
法
#」

に
よ
っ
て
お
き
か
え
ら
れ
れ
ば
f :
命
で 

あ
っ
.た
。
そ
し
て
革
命
.に
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー

ト

の-,
■
資

本

へ

の
m

利」

のへ 

意
識
と
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
勢

力

の

組

織

と

が

必

要

な

こ

と

が

主

張

さ

^

^

。

し 

か
し
革
命
で
.利
益
を
う
る
人
と
、
全
力
を
あ
げ
'て
こ
れ
に
反
対
す
る
人
と
の
比
¥ 

率
は 

一Q

対」

.で

.あ
り
、
.こ
.
.
.
の
.較
差
が
日
ま
.し
に
.太
き
.ベ
な
.
と̂
い
う
.こ
と
か
： 

ら
、
た
だ
ち
に
こ
の
革
命
が
可
能
で
あ
り
容
易
で
あ
る
と
結
論
す
る
と
と
极
れ
、
 

社
会
、
経
済
の
発
屁
を
自
働
的
な
も
の
と
み
る
彼
の
機
械
的
な
観
念
が
う
か
が 

え
る
の
.で
'あ
る
。
'
.
. 

.
.
.

病
気
と
.な
：っ
て
入
っ
た
ネ
ッ
力
.

—

の
病
院
で
刑
を
終
え
た
ゲ
ー
ド
は
-'
v

今
度 

は
新
た
な
る
武
器
、
弁
説
を
も
0
文
登
場
す
る
。:
共
和
国
の
プ
ル
：ジ
ョ
ア
や
、

共
.和
派
政
党
の
実
体
を
.あ
ば
く
被
の
雄
弁
は
、
少
し
ず
つ
庇
果
を
あ.

げ
て
い
っ 

た
。
。ハ
リ
、

マ
ル
セ
ィ
ユ
、
.ユ
I
ム
、
ボ
ル
ド
ー
な
ど
で
、
最
初
の
軍
命
的
；
^
 

会
主
義
グ
.ル
ー
プ
が
.結
成
さ
れ
た
。
;他
方
ア
シ
ザ
：ン
の
炭
坑
夫
ス
'ト
な
ど
の
後 

を
う
け
て
、
労
働
階
級
の
闘
争
性
も
強
ま
り
、
.客
観
撒
勢
：は
勞
働
運
動
：に
有
利 

に
転
回
し
.つ
っ
ぁ
：？
た
。

一
八
七
九
年
|
〇
月
、
' マ
：ル
セ
ィ
ユ
で
第
三
回
全
国 

労
働
者
会
議
が
開
か
れ
た
：が
：、
ゲ
I

ド
は
病
気
0

た

；
め

出

常

で

き

ず

，

'P
I
:
匕
ハ 

丨

：
ル(Jean 

L
o
m
b
a
r
d
)

や

「

平

筹
*-
代

表

の

フ

ル

”
一

工

I 

p
i
.

:

マ
，
ル.
.
.ク
シ
.
ズ
：.ム
，：.の
プ
_

フ
ン
.
ス
流
入
.
に
関
す
る.
.
.ー
考
察
：
.
.
.

2.
§
3)

と
手
紙
で
連
絡
し
'て
い
た
。
会
議
で
は
異
論
は
あ
っ
た
が
、
結
局
プ
ロ 

レ
タ
リ
ア
.丨
ト
の
状
態
の
.改
善
は
、
賃
金
制
度
の
.廃
止
以
外
に
は
な
い
こ
と
が 

明
ら
か
.に
さ
れ
、
そ
の
賃
金
制
度
の
廃
止
を
目
的
と
し
て
、
資
本
を
集
産
的
、
 

■
非
個
人
的
、
不
可
譲
的
に
す
る
こ
'と
が
.決
議
さ
れ
た
。.
そ

し

て

，
労

働

党

結

成

.
の 

た

め

；

v
^
. 

回

^:
国
^/
議

を

開

く

と

'
.

こ
.
.ろ
' の
六
地
区
よ
り
な
る
.
.

F
s:6ration. 

4U'. p
art

i
v
d
e
s
v
T
r
a
v
a
i
l
l
e
u
r
s
. socialistes.'en .France 

.■.が
つ 
く
ら
れ
た
。
 

集
産
主
義
的
決
議
を
採
択
し
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ッ
、
オ
ー
ス
.
ト

リ

テ
、
ス
イ 

:'
K
な
ど
め
各
社
会
主
義
団
体
か
ら
多
く
の
激
励
を
う
け
た
こ
の
会
議
は
、
ブ
ル
.、
 

ジ
ョ
，ア
急
進
主
義
と
：の
'関
係
を
.た
、つ
.と
同
晚
に
、
イ
ン
タ
I
自
身
が
な
し
え
な

力
：っ
た
.万
'
.国
.の
プ
.ロ
>
:̂
リ
'7

丨
ト
の
：団
結
を
.な
し
-と
^
た
：.

AJ、' 

’ゲ一

ド
は
称

.(

0
2

)

讃
し
て
；い
る
。
労
働
運
動
.が
：集
産
主
義
的
傾
向
を
：お
び
る
に
つ
れ
，
政
府
も
教 

.食
も
警
戒
.を
は
じ
め
た
。
i
.
lド
は
反
対
派
と
闘
う
一
‘方
、
労
働
者
を
ブ
：ル
ジ 

3
ア
政
：党
の
た
.

に̂
.利
用
.せ
.
ん

と

す

る

ク
.レ
.
マ
ン
.
.ソ
I
 .(Georges c

stm
enceauy 

ら
の
急
進
共
和
主
義
者
た
ち
と
も
闘
わ
ね
ば
な
ら
な
が
'っ
た
。，
闘
う
の
.に
.必
要 

な
革
命
的
政
党
め
組
織
に
;:
'
最
も
童
要
な
の
は
'「

プ
ロ
グ
：ラ
ム」

を
あ
た
え
る 

，
こ
と
だ
と
考
え
た
彼
は
V

A

O

^
五
月
.ロ
ン
ド
：

X

に
渡
り
、

マ
ル
ク
ス
、
.エ
ン 

ゲ
.ル
.
'ス
.、
ラ
ブ
.ア
'ル

グ(Paul Lafargue)： 

_ら
"の
助
力
■
の

下

：
に
，
プ

'
.

ロ
グ

，
ラ

.
ム
を 

.

.

.

.
作
成
す
.る
"

マ
：
ルク.
.ス
は
市
文
を
自
身
で
か
き
、
ゲ
ー
ド
が
最
低
限
プ
口
グ
ラ
.

'
ム
を
か
く
。

.

,「

前

：̂

;生
產
階
級
の
.解
放
：は
::
'

性

や

人

種

，
の

差

別

：
な

き

全

人

類

の

解

放

.
で 

.
あ

る;0
生
廣
者
は
生
産
手
段
:'(

土
驰
;^
ェ
«-
船
舶
';
.銀
行
な
>
|)

を
所
有 

し
ノ
た
時
の
：
み

自

ま

で

あ

；り

う

る

。

'生

産

者

に

生

産

手

段

：を

埽

属

.せ

し

め

る.に
'

•

は

ニ

つ

：
，
の

形

麓

.

し
か
あ
り
東
な
い
。;'
:：£
普

遍

的

事

実

：
と

：し

て

政

か

：
つ

そ

存

在

;

.

.
八

七

(

ニ
九
五)

；



し
た
こ
と
な
く
，
’産
業
の
進
歩
に
よ
っ
て
次
第
に
な
く
な
る
個
別
的
形
態 

.,
と
、
^

资

本

主

義

社

会

：
の
：
発

展

に

よ

.
っ
.
^
ノ
，
そ

;̂
物

質

的

广

精

神

的

要

因

が
 

つ
く
り
出
さ
れ
て
き
た
集
鹿
的
形
態
と
で
あ
る
。

V

 

.
順

文

。

こ
：
の

浪

産

的

形

態

执

''
别

倜

の

漱

党

と

し

ズ

姐

織

ざ

れ

た

ー

生

麼

者

::
:.

階
級——

プ
ロ
.レ
タ
リ
ア——

の
革
命
的
活
動
冰
ら
の
み
生
れ
出
る
.。
こ
の 

J

..

.
よ
：ぅ
な
組
織
は
、
こ
れ
- ^

で
：の
：̂

^

の
道
^

か
：ら

解

放

の

道

；具

：
と

.な

：0
た

普
ハ 

"

通

選
- #

を
含
む
、あ
ら
ゆ
る
.方
法
に
よ
っ
て
追
求
さ
れ
な
け
れ
ぱ
な
レ
な
い
。

,

:

フ
ー
ス
ン
ー
ス
の
：
社

会

主

義

的

霜

者

は

、
；
資

本

家

階

截

か

ら

.

の：
政治：

，霞

: 

的

収

奪

と

：
、
.

'^
生

^

#

踩

の

共

有

へ

0
.
復

掃

に

努

办

す

る

こ

と

^

目

標

と

；
し

「 

.
'な
が
.ら
、
組
織
と
闘
争
の
手
段
と
:̂
て
次
0
即
時
的
諸
要
求
を
も
っ
て
遵
挙 

に
：臨
む
C
:と
を
決
定
し
た
。J. 

. 

す
な
わ
ち
政
治
綱
領
之
し
て
は
、

V
'-
-、：ハ
出
版
、.：：
集
会
；
:'
:
結
社
“
国
内
的
"
国
'
' 

ス：際
的)

ヾ
の
自
由
。.
婦
人
め
豐
の
向
土
。

—•
1
‘

.
宗

教

予

算

の

：
廃

止

：
。
：
.

宗
教
財
- 

產
の
没
収
^

-;
公
廣
の
廃
止
。
,;
四
ブ
常
備
軍
靡
止
.:
.:
°'人
呙
の
武
装
。：：.五
、
：
''

:自

治

体

.€
)
行
政
権
，
I

権

め

拿

握

。
：
経

済

綱

領

と

：
し

て

ほ

、

：ー：>::

週

休

制:0 

.'
■
A
時

間

労

働制
。

」

：十

四

歳

未

満

の

-^
萤

の

.
就

：
労

禁

止

°

十
八
歳
未
満
の
^
年
.

 ヾ

:-
の
：
六

時

間

赞

働

制

。

，一.：

一V.

労
働
団
体
に
よ
る
徒
弟
の
.保
護
。n

r
:

労
働
統
計
：
 

(

委
員
会
の
よ
り
、
各
地
の
生
活
'#
需
品
細
格
：に
拓
じ
て
锒
ま
定
さ
れ
る
.法
'
:

: 

定
最
低
賃
金
制
。.
四
、
：低
賃
金
外
国
労
働
者
の
雇
傭
禁
It
。"
五
：、
.両

性

の

同

. 

.一：労
働
同
.一
賃
金
制
。
.
六

、

社

会

負

担

に

，
よ

.
る

.
児

童

教

育

9

七

'
、
老

人

、
，
労
 

,働
傷
害
者
へ
.の
'社
会
陡
障
。
<
、
■'
,労
働
者
：の
共
済
基
金
、
積
立
.

準
！！

金

：
に

衆

： 

す

る
使
用
者
の
干

渉

禁

止

。
：
九

、

:.
事

故

に

対

す

を
使
用
者
の
物
的
寶
任
、'お
.
' 

.

.
'
ょ

ぴ

従
^-
員

数

、

危

降

性

.
に

，
応

.
じ

；
た

.

使
用
者
の
保
証
金
私
込
.：に
よ
：る
保
障
。

.

八

八(

ニ
九
六)

：
.

.

し
'
,{:

ヤ
0

.'
'

:'
#

エ

鲁

の

特

别

規

资

へ

麻

労

働

者

の

：
参

与

.'
0

'使

用

者

に

.
ょ

名

罰

金

制
 

:•
;
:
.の
禁
正
>

,

1

_プ
、
公
共
財#

讓
渡
契
約̂

廃
棄
。
就
労
労
働
者
に
委
ね
ら
れ
. 

:.
.
:
.
.:;
'

た
全
、国

有
-1

場

.0

収
用
。へ.
1
.
、
$

フ
ラ
ン
を
こ
す
収
入
の
粜
進
課
税
へ
変
更
デ
傍
系
相
続

^

ー

ー

万

フ

ラ

シ

を

と

： 

■:
'

£'
:る
直
第
相
続
の〔

廃
也
，

,
:
0

ノ

：
ぺ
リ 

.

V 

(

注
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•

以

土

が

き

め

ら
.れ

た

。

ン. 

. 

：
，
‘

,
.

:

マ
'
ル
.
ダ
ス
は
"

ゲ
ー
ド
の
い
く
つ
か
の
誤
り
に
も
•か
か
わ
ら
ず
、

こ
の
短
い 

:

文

章

に

は

労

拗

運

動

自

体

か

：
ら

出

て

；
き

た

-諸
要
求
、が.含
ま
れ
て
お
り
•

フ
ラ
ン 

.
ス
.労

働

者
.€
»
-
-目
^

め
.
に

ー

大

き

べ

實

献

し

..た

.；
と

；
い
'
0
.
:
.て(

_

^

。
.
，
.
.
.
：
.
.
.
.

.

:v
,
ょ

ぃ

ょ「

プ

ロ

グ

ラ

ム

」

.
採

択

め.：た
，
め

：の

陶

い

が

は

じ

ま

っ

.た

。.
'マ
.
ル
ク 

.

ス

が

、
へ
：
フ

ラ

V

ス

：
で

最

初

：
の
：
；
最

も

広

.

い
意
味
で
の
労
働
者
新
聞
と
：

-,
平
' 

:等」

.

.

.
は
1
.
、
革

命

的

労

働

者

の

.

結

集
.を
.，
は
：
■

か

り

、

マ..
.
ル
.
ク
：
シ

ズ

A
の

普

及

に

つ.と
' 

め

る

。',
':ゲ
ー
：
ド

は

新

聞
©'
:
^:
か
；
に

、
：
講

演

と

：会

合

を

ラ

.

.
ラ'/
:
ス

中

到

る

と

こ

ろ
 

で
'
お

-
な

っ
た
。
ブ
ル
ジ
ョ
ア
た

'ち
.は
。フ
ロ
グ
. 7

ム
を
.::

,
-内
乱
の
雷
管」

と
か 

「

革4
=
^

.

偽
善
：
武
器」

；
.
.
v
..'
t
:
.非
難
，す
る
■
が
、
.

.

.

.

.

.

そ
._れ
|?
1
4
.か
か
.わ
ら
デ
.こ
，れ
.は
全
.

:
国
会
議
を
ひ
か
ぇ
た
0
ハ
リ
の
地
方
良
_
で
.承
.認
さ
.れ
た
の
：で
ぁ
る
^
^

ー'
7\
.八
0

年
~
.
.
.ー，..月
第
四
.
.回
全
国
労
働
者
会1

が
，.ル
•
'
.
.ア
.
'丨
ブ
.
.ル
.
で
.開
催
さ
：

.

.
れ

た

が

、.プ』

•■
?

フ.
.-A
:

を
こ
'

の

大

会

で

全

社

会

主

義

政

常

の

も

.

の

に

し

ょt

と 

:
す

る

集

產

主

義

者
^

.
協

同

組

合

主

義

者

、

1

改

良

主

義

者

、

急

進

的

共

和

主

義 

者

た̂

と

の

間'
の
'

不

和

は

、'早

く

も

第

ニ

；
日

に

し

：て

決

定

的

と

.

な
0

た

。

多

数 

Q
:

小

研

究®

体

を

つ

く

り

、

そ

の

代

表

を

も

っ

て

：会

議

を

有

利

に

導

こ

：ぅ

と

十

. 

る
.

前

者

と

、
；
-*
ー
 

五

名

以

上

の.
^

体

の

代

表

し

：か

認

办

ょ

ぅ

と

：し

な

：い
後
者
と
へ
の 

中

い

は

、'
っ

ぃ

に

分

裂

：に

ま

で

発

展

し

'

ち

こ

こ

，に

両

派

は

そ

れ

ぞ

れ

別

の

会

談

を

開

.<
^
;
&
に
な
5
。
ほ
と
‘ん
ど
が
。ハ
'リ
o
研

究

代
表
よ
り
.
な
る
集

産

：
 

主
義
の
会
議
は
，：

プ
ロ
.グ
ラ
ム
を
四 
一. 一一
^

一
 

.
Q

、

0

0

六
で
承
認
し
: -

つ
い
.で 

「

現
在
は
自
ri
l
な
共
産
主
義
へ
の
過
渡
期
と
考
え
.
ら

れ

る

ゆ

え

.
、

で

き

る

だ

け

. 

早
く
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
な
手
段
で
土
地
-
'地
下
資
源
、
労
働
要
員
を
集
産
主
義 

的
.に
収
用
す
る
必
要
が
.あ
る
.

」

.

こ
と
.を
寘
言
^
た
。
さ
ら
に
協
同
組
合
は
労
働 

者
の
状
寒
の
改
善
に
何
ら
役
立
ず
、
T
業
の
発
展
は
小
商
店
や
中
産
階
級
を
没 

落
さ
せ
、
.資
本
の
集
中
、.

低

賃

金

、

貧

，
困

.

の

増

大

を

生

.み

出

す

と

說

明

し

た 

後
、
奴
隸
状
態
を
つ
く
り
出
し
て
い
'
る

賃

金

制

度

を

廃

止

す

る

た

：
め
；
、

：

ブ
ル
ジ 

.

3
ァ
政
党
と
は
全
く
異
な
る
労
働
者
の
政
党
を
結
成
す
る
決
議
を
採
択
し
た
。

.ゲ
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ド
を
中
心
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す

る「

労
働
党』
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^ 'r
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る
0

,
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•
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•

以
上
ゲ
ー
ド
の
思
想
的
展
開
過
程
を
た
ど
れ
ば
、

コ
ン
ミ
ュ
ン
以
前
の
急
進

的
共
和
主
義
の
時
期
、
ス
イ
ス
、
イ
タ
リ
ア
で
の
バ
タ
ー
ニ
シ
的
無
政
府
主
義

を
奉
じ
た
時
期
、
帰
仏
後
.：の
マ
ル
ク
シ
ズ
ム
に
傾
倒
し
た
時
期
と
い
う
図
式
を

え
が
く
こ
と
がr

応
可
能
で
あ
る
。

マ
ル
ク
ス
主
義
者
と
し
て
の
ゲ
ー
.ド
の
あ

ら
ゆ
る
活
動
は
、
彼
が
マ
ル
ク
ス
へ
あ
て
た
現
在
た
だ
一
つ
残
っ
て
い
る
手
紙

に
あ
る
よ
う
に
、「

独
立
し
た
戦
閨
的
労
働
党
を
つ
く
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
党

が
独
.立
的
か
つ
戦
闘
的
で
あ
る
た
め
に
は
、
そ
れ
を
構
成
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
に
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
急
進
主
義
の
欺
瞞
を
は
ぎ
と
-o

て
見
せ
、
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(

注
1) 

解
放
は
闘
争
か
ら
の
み
生
れ
で
る
こ
と
を
納
得
さ
せ
る」

こ
.
と
で
あ
っ
た
。
そ

し
て
集
産
主
義
思
想
の
膂
及
と
、
労
働
階
級
自
身
の
政
党
’の
結
成
に
対
す
る
彼

の
功
縝
は
、
高
く
評
価
で
き
る
し
、
彼
の
そ
れ
に
ヰ
す
る
'i t

熱
も
ま
：た
称
讃
に

価
し
よ
う
。
し
か
し
彼
が
ど
れ
だ
け
十
分
に
マ
ル
ク
シ
ズ
ム
を
理
解
し
て
い
た

か
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
な
お
相
当
の
問
題
が
あ
る
。
彼
は
，マ
ロ
ン
に
よ
り

一
八
七
ニ
年
、
.無
政
府
主
義
者
と
み
な
さ
れ
た
こ
と
に
反
駿
し
て
、
自
分
は
常

(

注 
2

.

)

に
反
バ
ク
ー-

1

ン
主
義
者
だ
っ
た
と
さ
え
い
う
が
、

ス
イ
ス
、
イ
タ
リ
ア
亡
命 

当
時
彼
が
、パ
ク
ー
ニ
ス
ト
で
あ
っ
た
こ
と
：は
ま
ち
が
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
彼
が 

マ
ル
ク
シ

ス

ト

にな

っ

た

め

は

'

一

 

八
七
七
年
.
.：

「

資
本
論J

 

:を
読
ん
だ
: #

と
.い 

う
こ
と
に
な
る
。
彼
.は
同
年
、
革
命
の
：た
め
に
労
働
者
は
選
挙
を
含
め
て
あ
ら 

ゆ
る
手
段
.に
訴
え
ね
ば
な
ら
な
い
と
.
い
い
、
八
〇
年
：に
は
、
地
理
的
、
気
候
的 

環

境

：に

よ

り

植

物

の

成

員

が

双

^

さ

れ
る
よ
う
，に
、
，社
会
的
環
境
.に
よ

つ
て
闘

.

.

.九
0

.

:(

一
一
九
八)

争
手
段
も
決
定
，さ
れ
：る
と
し
て
、

「

フ
ラ
ン
ス
の
よ
う
な
国
で
は
ダ
イ
ナ
マ
イ 

.卜
の
使
用
は
：不
：必
要
だ
：と
：い
っ
て
い
る
。
し
か
る
に
七
八
年
に
彼
は
普
通
選 

挙
に
反
対
し
、
ル
.
ァ
ー
ブ
ル
大
会
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
採
択
に
先
立
つ
声
明
文 

に
お
い
て

す

ら

、

「

来
る
べ
き
都
市
、.
立
法
府
選
举
で
投
禁
の
真
価
を
と
い
、
. 

'も
し
何
ら
の
結
果
を
-%
え
ら
れ
な
い
な
ら
ば
、
純
粋
に
革
命
的
活
動
の
み
を
お

(

注
4)

.

.

.

.

こ
な
う」

と
7-
ナ

キ

，
ス

ト

的

.

な
言
葉
を
も
ら
し
て
い
る
。
こ
ラ

レ

た
こ
と
に
つ 

い
て
7
ル
ニ
エ
ー
ぼ
、
：
.

「

わ
れ
わ
れ
は
当
時(

マ
ル
セ
イ
ユ
会
議
当
時
I
ま
者)

ァ
ナ
ギ
ス
ト
た
ち
、
,
と
純
粋
に
思
想
的
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
言
葉
.の
上
で
僅

'

(

注 
5)

；

か
に
異
な
っ
て
い
た」

と
後
.で
の
べ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
こ
う
し
た
矛
盾 

が
、
：彼
の
時
々
に
応
じ
た
戦
術
的
な
も
の
な
め
か
、
彼
の
思
想
の
混
乱
な
の 

か
は
直
ち
に
決
し
が
た
い
。
•た
だ
、
ゲ

ー

ド
が
賃
金
鉄
則
を
と
っ
て
い
た
こ
と
は 

事
実
で
あ
り
、
' マ
ル
タ
ス
の
反
対
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
最
低
賃
金
法
を
プ

ロ

ダ 

ラ
ム
の
中
で
要
求
し
た
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
彼
：は
剰
余
価
値
の
概
念
を
把
握 

は
し
て
い
た
が
、
弁
証
法
の
観
念
に
欠
け
て
い
た
。
そ
し
て
先
に
も
の
べ
た
よ 

う
に
経
俯
現
象
の
分
析
に
さ
い
し
て
、
生
産
関
係
か
ら
の
接
近
を
等
閑
に
ふ
し 

て
い
る
.0
ゆ
え
.
.に
、
ゲ
ー
ド
が
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
っ
た
た
め
.、
表
現
に
誇 

張
や
不
足
が
あ
っ
た
こ
と
を
考
傲
は
し
て
も
、「

マ
ル
ク
ス
そ
の
人
よ
り
もj 

段
と
マ
.ル
ク
ス
主
義
的
で
あ
っ
た」

と
い
う
こ
と
に
は
た
め
ら
わ
ざ
る
を
え
な 

い
。

マ
ル
ク
ス
主
義
者
ゲ

ー

ド
の
中
に
ひ
そ
む
、
急
進
的
共
和
主
義
者
時
代
の 

愛
国
的
、'
反
プ
ロ
シ
ャ
的
感
罾
、

マ
ル

タ

シ
ズ
ム
に
お
け
る
政
治
闕
争
観
の
理 

解
不
足
は
、
後
の
彼
の
行
動
I

I
八
九
〇
年
代
の
議
会
主
義
化
、
第
.一
次
大

戦
時
0
..
拳

国

ー

致

内

閣

べ

の

入

閣

-

-
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
こ

.う
し
た
ゲ
I
ド

の

.マ
ル
ク
シ
ズ
ム
の
理
解
の
程
度
は
、
そ
の
ま
ま
、
.工
業
化
に

'お
く
れ
手
工
業
労
働
者
の
ま
だ
多
数
残
存
し
て
い
た
フ
ラ
：
ノス

へ
の
: '

マ
ル
ク 

シ
ズ
ム
搜
透
の
度
合
を
：も
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。

.

'
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七
九
年
四
月
ま
た
は
五
月
.に
か
か
れ
た
も
の
。W

i
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;
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H
i
s
t
o
i
r
e

 

d
u

 

s
o
c
i
a
l
i
s
m
e

に
か
か
れ
た
こ
ど
に
対
し
、

マ
ロ
ン
に
彥
玉

を
耍
求
す
る
抗
議
文
を
本
く
る
。M

o
r
e
l
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